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「灯台絵
画コンテスト2024」入賞作品

「世界の灯台～夜の灯り～」
鈴木　結仁　さん

福島県いわき市立豊間小学校　 3年

評： 地球を中心に世界の灯台を描くという発想が斬新だと驚きま
した。灯台が図案化されていてかわいらしく感じました。

●海上保安庁長官賞

●国土交通大臣賞
（表紙）「美保関灯台」
石橋　里咲子　さん

和歌山県御坊市立湯川小学校　 5年

評： 圧倒的な光と影の力強さが感じられます、潮の香りま
で漂ってくるようです。



評
：�

灯
台
と
背
景
の
描
写
力
に
よ
っ
て
港

の
香
と
風
を
感
じ
ま
す
。

●
燈
光
会
会
長
賞

●
金
　
賞
（
小
学
生
低
学
年
の
部
）

「
未
来
を
照
ら
す
灯
台
」

　
　
　
　
佐
々
木
　
恋
春
　
さ
ん

　
　
鹿
児
島
県
姶
良
市
立
重
富
中
学
校 

１
年

「
こ
ん
な
灯
台
　
あ
る
と
い
い
な
」

　
　
　
　
堀
田
　
回
　
さ
ん

　
　
福
島
県
郡
山
市
立
朝
日
が
丘
小
学
校 

2
年



●
金
　
賞
（
中
学
生
の
部
）

●
金
　
賞
（
小
学
生
高
学
年
の
部
）

「
曇
り
空
の
下
で
」

　
　
　
　
佐
野
　
聖
　
さ
ん

　
　
大
分
県
大
分
市
立
上
野
ケ
丘
中
学
校 

2
年

「
夕
日
の
カ
ッ
ト
シ
岬
灯
台
」

　
　
　
　
佐
々
木
　
新
之
助
　
さ
ん

　
　
和
歌
山
県
日
高
川
町
立
中
津
小
学
校 

6
年



●銅　賞

小学生低学年の部

「夏の犬吠埼灯台」
五十嵐　奨　さん

千葉県銚子市立双葉小学校 2 年

「「わぁ！おしゃれ」お父さんと見たデザイン灯台」
田中　萌々果　さん

大阪府堺市立家原寺小学校 3 年

「野間とう台」
新海　華梛　さん

愛知県半田市立乙川小学校 2 年

●銀　賞 ●銀　賞



小学生低学年の部

「心がほっとする とうだいのこうえん 野間とうだい」
森田　麻琴　さん

愛知県半田市立花園小学校 2 年

●銅　賞

「夏の大王埼灯台」
 濱口　京志　さん

三重県志摩市立大王小学校 2 年

●銅　賞

「暗い海の希望の灯」
北川　莉帆　さん

静岡県沼津市立千本小学校 2 年

●銅　賞

「虫とり灯台　楽しいな」
宮田　愛花　さん

東京都町田市立町田第四小学校  2 年

●銅　賞



小学生高学年の部

「御前埼灯台まつり」
清水　よう　さん

静岡県御前崎市立御前崎小学校 6 年

●銅　賞

「�わたしの大好きな灯台�
～海を守ってくれてありがとう～」

中野　心百合　さん
鹿児島県鹿児島市立伊敷小学校 6 年

●銀　賞

「灯台の投光部」
中江　翔大　さん

和歌山県御坊市立塩屋小学校 4 年

●銀　賞



小学生高学年の部

「犬吠埼灯台と太陽」
三浦　渚　さん

千葉県銚子市立双葉小学校  4 年

「早朝の灯台（御前埼灯台）」
山下　華子　さん

静岡県静岡市立田町小学校  6 年

「青と白～犬吠埼灯台」
大木　奏介　さん

千葉県銚子市立双葉小学校  6 年

●銅　賞

●銅　賞

●銅　賞

「犬ぼう埼灯台の日の出」
永井　秀弥　さん

千葉県流山市立おおたかの森小学校  6 年

●銅　賞



中学生の部

●銀　賞

「鳥になって」
長島　翔悟　さん

　沖縄県那覇市立那波中学校  3 年

「出雲日御碕灯台と夕焼け」
大串　雪花　さん

北海道教育大学附属旭川中学校  3 年

●銅　賞

「鹿児島旧港北防波堤灯台」
横山　凜　さん

鹿児島県姶良市立重富中学校  2 年

●銀　賞



中学生の部

「灯台と夕陽」
石岡　愛琉　さん

北海道釧路市立鳥取西中学校  3 年

「春の岩崎ノ鼻灯台」
蓮野　愛真　さん

富山県富山市立大泉中学校  1 年

「ビー玉に映る塩屋埼灯台」
志賀　仁美　さん

福島県いわき市立泉中学校  2 年

「青空と御前埼灯台」
川上　花　さん

鹿児島県姶良市立帖佐中学校  1 年

●銅　賞

●銅　賞

●銅　賞

●銅　賞



●特別賞の部（犬吠埼灯台150周年記念）

「犬吠埼灯台探索」
多部田　一翔　さん

千葉県銚子市立双葉小学校 1 年

●特別賞の部

「�犬吠埼灯台と海」
友野　太陽　さん

茨城県鉾田市立大洋中学校 2 年

●特別賞の部

「犬吠埼灯台」
山本　菜々子　さん

福岡県福岡市立原小学校 6 年

●特別賞の部



●特別賞の部（御前埼灯台150周年記念）

「御前埼灯台のあかり」
河原﨑　希　さん

静岡県御前崎市立浜岡中学校 1 年

●特別賞の部

「�御前埼灯台のきれいな夕陽」
田村　心晴　さん

香川県綾川町立陶小学校 5 年

●特別賞の部

「御前埼灯台の夕陽」
岸本　菜々子　さん

福岡県春日市立春日北小学校 2 年

●特別賞の部
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７
月
１４
日
（
日
）、
伊
良
湖
岬
の
道
の
駅
「
ク
リ
ス
タ
ル
ポ

ル
ト
」
を
メ
イ
ン
会
場
に（
一
社
）渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

（
旧
：
田
原
市
観
光
協
会
）
が
主
催
す
る
伊
良
湖
み
な
と
フ
ェ

ス
タ
２
０
２
４
の
開
催
に
あ
わ
せ
伊
勢
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

の
一
般
公
開
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
タ
は
、コ
ロ
ナ
禍
明
け
の
昨
年
か
ら
開
催
さ
れ
、

今
年
で
2
回
目
に
な
り
ま
す
。
昨
年
は
当
セ
ン
タ
ー
も
2０
周
年

だ
っ
た
の
で
、
第
１
回
目
の
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
に
合
わ
せ
入
念

　

伊
勢
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
の
一
般
公
開

　

伊
勢
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
の
一
般
公
開

��

伊
勢
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

伊
勢
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

写真 1　メイン会場全景
道の駅「クリスタルポルト」

写真 2　メイン会場ステージ前
道の駅「クリスタルポルト」

写真 3　神島
　湿度が高く傘を被っていました
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な
準
備
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
に
比
べ
今
年
は
2１
周
年
な
の
で
、

多
少
動
き
出
し
が
遅
く
準
備
不
足
の
感
が
有
り
ま
し
た
が
、
昨

年
準
備
し
た
貯
金
を
取
り
崩
し
つ
つ
、
追
い
込
み
で
は
若
手
が

奮
闘
し
“
お
も
て
な
し
”
の
心
で
、
ク
イ
ズ
＆
シ
ー
ル
ラ
リ
ー

の
作
成
、
配
布
用
飲
料
水
の
準
備
等
、
一
般
公
開
を
盛
り
上
げ

る
た
め
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

　

途
中
、
不
測
の
事
態
も
多
々
有
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
当
日

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
雨
予
報
の
と
こ
ろ
職
員
の
頑
張
り
の
お
陰
で
天
気

は
薄
曇
り
湿
度
が
高
く
熱
い
一
日
で
し
た
が
、
予
定

通
り
道
の
駅
に
お
け
る
誘
導
担
当
、
セ
ン
タ
ー
玄
関

前
の
ウ
エ
ル
カ
ム
コ
ー
ナ
ー
及
び
ク
イ
ズ
＆
シ
ー
ル

ラ
リ
ー
担
当
、
2
階
会
議
室
の
灯
器
展
示
・
ビ
デ
オ

放
映
担
当
、
3
階
管
制
室
見
学
・
制
服
試
着
担
当
に

分
か
れ
て
見
学
者
に
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。以
降
、

担
当
毎
に
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
道
の
駅
（
誘
導
担
当
）

　

道
の
駅
に
お
い
て
は
、「
伊
勢
湾
海
上
交
通
セ
ン

タ
ー
一
般
公
開
実
施
中
！
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
プ
ラ
カ
ー

ド
誘
導
、
海
上
保
安
庁
業
務
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展

示
、
海
に
関
す
る
ク
イ
ズ
＆
シ
ー
ル
ラ
リ
ー
及
び
伊

良
湖
岬
灯
台
ス
タ
ン
プ
台
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

道
の
駅
は
、
多
く
の
来
場
者
が
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
・
グ
ル
メ
を
楽
し
ん
で
い
る
お
祭
会
場
の
た
め
声
掛

け
誘
導
は
難
し
く
、
見
て
分
か
る
プ
ラ
カ
ー
ド
誘
導
は
非
常
に

効
果
的
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
歩
い
て

い
る
と
、
チ
ラ
見
す
る
方
も
居
れ
ば
、
ジ
ッ
ク
リ
見
る
方
も
居

ま
す
。
後
者
に
対
し
て
は
興
味
を
持
っ
て
頂
い
て
い
る
と
思
い

積
極
的
に
話
し
掛
け
セ
ン
タ
ー
の
見
学
を
促
し
ま
し
た
。

　
「
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
？
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、「
岬

写真 4　プラカードによる誘導
道の駅「クリスタルポルト」

写真 5　業務紹介パネル
道の駅「クリスタルポルト」
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し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
に
到
着
し
た
見
学
者
は
、
汗
だ
く
だ
っ
た
た
め
、

冷
た
い
飲
料
水
は
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
若
手
職
員
の
発
言
に

よ
り
急
遽
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
水
を
準
備
し
ま
し
た
が
、
こ
の

時
期
の
一
般
公
開
に
は
必
需
品
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
イ
ズ
＆
シ
ー
ル
ラ
リ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
実
施
に

至
っ
た
理
由
は
「
フ
ェ
ス
な
の
で
子
供
達
を
楽
し
ま
せ
た
い
。」

「
道
の
駅
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
に
人
流
を
作
る
た
め
の
仕
掛
け
が

欲
し
い
。」
と
い
う
思
い
か
ら
で
し
た
。
ク
イ
ズ
＆
シ
ー
ル
ラ

の
中
腹
に
在
り
、
徒
歩
約
１５
分
と
告
げ
る
と
酷
暑
に
も
関
わ
ら

ず
「
行
っ
て
み
ま
す
！
」
と
快
い
返
答
も
多
く
意
外
で
し
た
。

　

ま
た
、
よ
り
興
味
を
示
し
て
頂
く
た
め
、「
絶
景
の
伊
勢
湾

を
一
望
で
き
る
屋
上
が
有
り
過
去
に
訪
れ
た
方
の
中
に
は
感
動

し
て
涙
を
流
し
た
方
も
い
ま
す
。」
と
か
、
子
供
連
れ
の
方
に

は
「
海
上
保
安
官
の
制
服
を
着
て
記
念
撮
影
で
き
る
の
で
思
い

出
に
な
る
と
思
い
ま
す
。」
な
ど
と
伝
え
て
一
人
で
も
多
く
の

人
に
訪
問
し
て
も
ら
う
よ
う
促
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
一
般
公
開
を
紹
介
し
た
方
々
が
セ
ン
タ
ー
で
配
布

し
て
い
る
グ
ッ
ズ
を
手
に
し
て
い
た
の
で
感
想
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、「
屋
上
の
景
色
が
最
高
だ
っ
た
が
快
晴
の

時
に
見
て
み
た
い
。」「
望
遠
鏡
で
島
や
船
が
見
ら
れ
て

面
白
か
っ
た
。」「
管
制
室
が
面
白
か
っ
た
。」
な
ど
の

感
想
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
感
無
量
で
し
た
。

〇�

セ
ン
タ
ー
玄
関
前
（
ウ
エ
ル
カ
ム
コ
ー
ナ
ー
、

ク
イ
ズ
・
シ
ー
ル
ラ
リ
ー
担
当
）

　

道
の
駅
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
道
の
り
は
徒
歩
１

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
る
事
や
炎
天
下
の
可
能
性
も

あ
る
事
か
ら
、
ウ
エ
ル
カ
ム
コ
ー
ナ
ー
に
予
め
キ
ン
キ

ン
に
冷
え
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
飲
料
水
と
ク
イ
ズ
＆
シ

ー
ル
ラ
リ
ー
用
の
カ
ー
ド
を
用
意
し
見
学
者
を
迎
え
ま

写真 6　一般公開横断幕掲示

写真 7　ウエルカムコーナー
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見
学
者
の
反
応
は
思
い
の
外
好
評
で
、
子
供
だ
け
で
な
く
家

族
全
員
で
、
カ
ッ
プ
ル
で
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来

年
の
フ
ェ
ス
タ
に
備
え
、
よ
り
一
層
見
学
者
の
皆
さ
ん
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
新
ク
イ
ズ
を
作
り
足
す
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
が
持
参
し
た
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
自
動
吹
き
出
し
機

（
百
均
で
購
入
）
を
設
置
し
ま
し
た
が
、
低
学
年
の
お
子
様
に

非
常
に
評
判
が
良
く
機
械
に
釘
付
け
で
し
た
。
当
然
、
お
子
様

は
笑
顔
。
職
員
も
笑
顔
。
父
母
あ
き
れ
顔
・
困
惑
顔
で
し
た
。

〇�

セ
ン
タ
ー
2
階
会
議
室
（
灯
器
展
示
・
ビ
デ
オ
放
映

担
当
）

　

2
階
会
議
室
で
は
、
説
明
用
パ
ネ
ル
に
よ
り
防
波
堤
灯
台
や

灯
浮
標
の
役
割
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
名
古
屋
海
上
保
安
部

の
協
力
に
よ
り
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
器
を
2
器
（
Ⅱ
型
赤　

Ⅲ
型
緑
）
借

用
し
同
室
の
一
隅
に
設
置
し
見
学
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
見
学

者
か
ら
は
「
今
度
、
港
に
行
っ
た
ら
注
意
深
く
防
波
堤
灯
台
を

見
て
み
ま
す
。」、「
こ
ん
な
に
小
さ
な
光
が
１０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

先
ま
で
届
く
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。」
と
の
感
想
が
聞
け
ま
し

た
。
ま
た
、
同
室
内
で
は
、
海
上
保
安
庁
Ｐ
Ｒ
動
画
等
を
放
映

し
、
迫
力
あ
る
映
像
に
見
学
者
か
ら
は
感
嘆
の
声
が
漏
れ
て
い

ま
し
た
。

リ
ー
達
成
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
と
い
う
発
想
で
取
り
掛
か
り

ま
し
た
。

　

ク
イ
ズ
は
海
に
関
す
る
内
容
で
統
一
し
、
答
え
と
解
説
に
興

味
が
湧
く
様
に
工
夫
し
つ
つ
若
手
職
員
に
よ
り
６
問
を
作
成
し

ま
し
た
。
ク
イ
ズ
作
成
に
は
苦
心
し
ま
し
た
が
、
世
界
最
大
の

コ
ン
テ
ナ
船
が
一
度
に
運
べ
る
コ
ン
テ
ナ
数
、
海
の
上
を
走
る

船
で
一
番
早
い
船
の
時
速
、
日
本
で
一
番
深
い
場
所
、
海
賊
が

好
ん
で
揚
げ
た
旗
の
名
前
な
ど
、
真
面
目
な
も
の
か
ら
ア
ニ
メ

的
な
ク
イ
ズ
ま
で
多
様
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

写真 8　�クイズ（コンテナ船が一度に運べるコン
テナ数）



—  ６  —

航
船
と
運
用
卓
に
表
示
さ
れ
る
船
舶
映
像
を
比
較
、
管
制
業
務

等
を
説
明
し
ま
し
た
。
伊
勢
湾
内
の
港
に
入
る
多
く
の
船
は
必

ず
目
の
前
の
伊
良
湖
水
道
を
通
過
す
る
の
で
、
こ
の
海
域
が
重

要
な
海
域
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
頂
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
制
服
の
試
着
を
し
て
運
用
卓
に
座
り
写
真
も
撮
っ
て

頂
き
ま
し
た
。
ご
家
族
共
に
こ
ぼ
れ
落
ち
そ
う
な
笑
顔
で
と
て

も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

放
送
は
三
河
地
方
に
限
ら
れ
ま
す
が
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

撮
影
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
見
学
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
れ

ば
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

全
部
の
船
の
動
き
を
見

る
こ
と
が
出
来
て
い

て
、
そ
れ
が
識
別
整
理

さ
れ
て
い
る
事
が
分
か

っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
を

丁
寧
に
説
明
し
て
も
ら

え
る
の
が
良
か
っ
た
。」

と
の
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

〇
ま
と
め

　

準
備
期
間
が
１
カ
月

　

当
日
は
非
常
に
暑
く
、冷
房
の
効
い
た
会
議
室
は
「
避
暑
地
」

と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
、
見
学
者
は
動
画
観
賞
や
灯
器
の
見

学
を
ゆ
っ
た
り
し
た
気
分
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。

〇�

セ
ン
タ
ー
3
階
管
制
室
（
管
制
室
見
学
・
制
服
試
着

担
当
）

　

3
階
会
議
室
で
は
、
管
制
室
に
あ
る
予
備
卓
を
見
学
者
に
解

放
し
、
目
の
前
に
見
え
る
伊
良
湖
水
道
航
路
の
概
要
、
航
路
通

写真10　�冷房の効いた会議室でPR動画を視聴す
る見学者

写真11　運用管制室

写真 9　LED灯器展示
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弱
と
短
い
中
、
特
に
若
手
職
員
を
中
心
に
奮
闘
し
様
々
な
催
し

を
準
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
見
学
者
の
汗
と
笑
顔
が
と

て
も
印
象
的
な
一
般
公
開
に
な
り
ま
し
た
。
見
学
者
数
は
昨
年

比
１
０
９
人
増
の
２
７
１
人
で
し
た
。
一
般
公
開
に
係
る
改
善

内
容
も
ち
ら
ほ
ら
と
感
じ
た
の
で
、
職
員
の
意
見
を
ま
と
め
来

年
度
は
更
に
楽
し
い
一
般
公
開
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

写真12　制服試着とケーブルテレビの撮影

　 原稿募集 ～灯台記念日イベント関連～
　本年、１５６周年灯台記念日を迎えました。全国各地で灯台の一般公
開等イベントが開催されたことと思います。誌面を通して各地のイベ
ントの模様を、会員の皆様へお伝えできればと思いますので、ぜひ、
本誌へのご投稿お待ちしております。

原稿送付先：jigyo 2 @tokokai.org

          
156
Years
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鹿
児
島
海
上
保
安
部
は
、
8
月
１１
日
（
日
）
の
山
の
日
に
屋

久
島
灯
台
の
一
般
公
開
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
公
開
は
、
平
成

２６
年
以
来
１０
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　　

屋
久
島
灯
台
は
、
現
存
す
る
明
治
期
の
灯
台
と
し
て
日
本
最

南
端
に
あ
り
、
日
清
戦
争
後
の
台
湾
航
路
整
備
の
た
め
に
築
造

さ
れ
た
煉
瓦
造
の
灯
台
で
す
。

　

屋
久
島
西
端
の
永
田
岬
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
古
く
か
ら

地
元
の
方
々
に
永
田
灯
台
と
し
て
愛
さ
れ
、
現
在
で
は
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
も
な
っ
て
お
り
、
令
和
３

年
６
月
２４
日
に
は
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。

【
屋
久
島
灯
台
要
目
等
】

所　

在　

地
：
鹿
児
島
県
屋
久
島
町
（
屋
久
島
永
田
）

構　
　
　

造
：
白
色
塔
形
（
煉
瓦
造
）

灯
台
の
高
さ
： 

１９
．６
メ
ー
ト
ル
（
平
均
水
面
上
か
ら
灯

火
ま
で
の
高
さ
：
７２
．５
メ
ー
ト
ル
）

灯　
　
　

質
：
単
せ
ん
白
光　

毎
１５
秒
に
１
せ
ん
光

光
達
距
離
：
２２
海
里
（
約
４１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

初　

点　

灯
：
明
治
３０
年
１
月
１０
日

灯　
　
　

器
：
水
銀
槽
式
回
転
装
置

レ　

ン　

ズ
： 

３
等
大
型
レ
ン
ズ
（
高
さ
約
１
５
８
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
）

�

鹿
児
島
海
上
保
安
部
交
通
課

1010
年
ぶ
り
に
屋
久
島
灯
台
を
一
般
公
開

年
ぶ
り
に
屋
久
島
灯
台
を
一
般
公
開
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光　
　
　

源
：
メ
タ
ル
ハ
ラ
イ
ド
ラ
ン
プ　

２
５
０
Ｗ

　

今
回
の
一
般
公
開
は
、
海
上
保
安
庁
の
事
務
所
が
な
い
離
島

で
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
立
ち
は
だ
か
る
大
き
な
ハ
ー

ド
ル
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
屋
久
島
町
と
の
共
催
】

　

灯
台
を
「
観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
促
進

す
る
」
こ
と
も
開
催
目
的
の
１
つ
と
し
て
い
た
た
め
、
屋
久
島

灯
台
の
所
在
す
る
屋
久
島
町
の
協
力
は
必
要
不
可
欠
と
い
う
こ

と
で
、
事
前
に
職
員
が
役
場
へ
赴
き
協
力
の
打
診
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
好
感
触
。
幾
度
か
打
合
せ
を
重
ね
、
共
催
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
屋
久
島
は
１
９
９
３
年
、
白
神
山
地

と
と
も
に
日
本
で
は
じ
め
て
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
登

山
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
な
ど

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
自
然
豊
か
な
島
で
す
の
で
、
興
味
の
あ

登録有形文化財プレート

お子さんを撮影するお父さんとその撮影風景を撮影
する屋久島町役場職員

３等大型レンズ
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る
方
は
是
非
訪
れ

て
み
て
く
だ
さ

い
。

【
資
機
材
運
搬
】

　

開
催
に
伴
い
、

５
月
上
旬
か
ら
交

通
課
若
手
職
員
を

中
心
に
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

来
訪
者
２
０
０

名
! !
を
目
標
に
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
ま
し
た
が
、

離
島
で
の
開
催
と

い
う
こ
と
で
対
応

で
き
る
人
員
が
限

ら
れ
る
こ
と
か
ら

泣
く
泣
く
断
念
し

た
企
画
も
あ
り
ま

し
た
。と
は
い
え
、

企
画
し
た
イ
ベ
ン

一般公開全景（左：航空機から　右：灯台前面から）

海上保安庁航空機飛来 グッズ配布

内部公開 ＶＲ体験制服着用
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の
空
席
が
あ
る
と
判
明
し
、
人
数
分
を
何
と
か
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

灯
台
の
一
般
公
開
は
、
こ
れ
ま
で
灯
台
記
念
日
で
あ
る
１１
月

１
日
前
後
に
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
8
月
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
来
訪
者
、
対
応
し
た
職
員
、
屋
久
島
町
役
場
職

員
の
た
め
、
お
茶
、
氷
、
塩
分
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
大
量
に
準
備
し

十
分
な
熱
中
症
対
策
を
行
い
、
気
温
３０
度
を
超
え
る
猛
暑
の
な

か
目
標
の
２
０
０
名
を
大
幅
に
超
え
る
２
６
４
名
の
来
訪
者
が

あ
り
、
大
盛
況
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

ト
の
資
機
材
を
詰
め
た
段
ボ
ー
ル
箱
は
１０
個
を
超
え
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
本
土
か
ら
屋
久
島
へ
は
、
飛
行
機
で
約
３５
分
、
高
速

船
で
約
２
時
間
、
フ
ェ
リ
ー
で
約
４
時
間
か
か
り
ま
す
。
予
算

と
資
機
材
運
搬
を
考
え
る
と
、
官
用
車
に
資
機
材
を
詰
め
フ
ェ

リ
ー
を
利
用
す
る
方
が
一
番
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
屋
久
島
で

の
準
備
時
間
が
少
な
く
な
る
た
め
、
移
動
は
高
速
船
、
島
内
は

レ
ン
タ
カ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
に
決
定
。
資
機
材
を
詰
め
た
段

ボ
ー
ル
は
事
前
に
屋
久
島
町
役
場
へ
郵
送
し
保
管
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
テ
ン
ト
や
長
机
、
椅
子
な
ど
は
屋
久
島
町
に
準
備
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
宿
泊
所
の
手
配
、
職
員
移
動
】

　

開
催
日
は
三
連
休
の
ど
真
ん
中
で
も
あ
り
、
お
盆
シ
ー
ズ
ン

で
し
た
。

　

職
員
の
中
に
は
、
前
日
の
準
備
か
ら
開
催
翌
日
の
片
付
け
ま

で
の
２
泊
３
日
で
対
応
す
る
職
員
も
お
り
、
宿
泊
所
を
早
め
に

手
配
し
た
も
の
の
、１
人
１
部
屋
の
確
保
は
さ
す
が
に
難
し
く
、

４
人
１
部
屋
で
修
学
旅
行
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

移
動
手
段
の
高
速
船
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
が
開
始
さ
れ

た
２
か
月
前
直
後
に
確
認
す
る
も
既
に
満
席
の
文
字
。
こ
れ
に

は
さ
す
が
に
焦
り
ま
し
た
が
、
電
話
で
問
い
合
わ
せ
る
と
少
し

熱中症対策
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令
和
６
年
１０
月
２
日

　

こ
こ
能
登
半
島
は
、
元
日
に
発
生
し
た
地
震
に
よ
り
甚
大
な

被
害
を
受
け
、９
カ
月
を
経
過
し
た
今
も
復
旧
の
途
上
に
あ
り
、

復
興
に
は
未
だ
程
遠
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
七
尾
海
上
保
安
部
で
は
被
災
し
た
こ
の
地

域
を
少
し
で
も
元
気
づ
け
よ
う
と
、
何
か
出
来
る
こ
と
は
な
い

か
年
度
当
初
か
ら
思
案
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
某
職
員
か
ら
過
去

に
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
支
援
の
お
り
、
七
尾
市
所
在
の
七
尾

大
田
浮
標
置
場
か
ら
二
管
区
へ
灯
浮
標
を
送
る
際
、
震
災
復
興

の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
子
供
た
ち
に
書
い
て
も
ら
い
送
り
出
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
と
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

置
場
に
は
、
ち
ょ
う
ど
七
尾
湾
に
設
置
さ
れ
る
灯
浮
標
が
あ

り
、
こ
れ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
子
供
た
ち
に
書
い
て
も
ら
い
、
今

度
は
被
災
し
た
こ
の
能
登
の
地
を
元
気
に
し
よ
う
！
と
の
思
い

か
ら
イ
ベ
ン
ト
実
施
に
向
け
走
り
出
し
ま
し
た
。

　

先
ず
は
東
日
本
大
震
災
の
時
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
も
ら

七
尾
の
海
か
ら
能
登
半
島
に
元
気
を
送
る
！

七
尾
の
海
か
ら
能
登
半
島
に
元
気
を
送
る
！

　
　
　
～
児
童
に
よ
る
震
災
復
興
応
援
イ
ベ
ン
ト
～

　
　
　
～
児
童
に
よ
る
震
災
復
興
応
援
イ
ベ
ン
ト
～

�

七
尾
海
上
保
安
部

七
尾
海
上
保
安
部

写真 １　�イベント終了後の記念撮影、「能登の人が皆元気になりま
すように！」
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っ
た
七
尾
市
立
北ほ

く

星せ
い

小
学
校
へ
…
と
意
気
込
み
ま
し
た
が
、
少

子
化
の
影
響
か
ら
現
在
は
廃
校
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
で
は
と

七
尾
市
の
教
育
委
員
会
に
話
を
持
ち
込
ん
だ
も
の
の
、
震
災
復

旧
・
復
興
の
対
応
に
皆
さ
ん
忙
し
い
の
も
あ
っ
て
、
け
ん
も
ほ

ろ
ろ
の
状
態
で
し
た
。

　

と
は
言
え
灯
浮
標
の
交
換
に
あ
わ
せ
て
実
施
す
べ
く
、
市
内

の
高
校
ｏ
ｒ
中
学
校
の
書
道
部
に
頼
ん
で
み
て
は
？
は
た
ま
た

美
術
部
か
？
と
案
は
浮
か
ぶ
も
の
の
実
行
性
に
乏
し
く
、
気
は

あ
せ
る
も
の
の
灯
浮
標
の
整
備
期
日
が
迫
る
中
に
あ
っ
て
、
こ

れ
ま
で
か
と
あ
き
ら

め
モ
ー
ド
と
な
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
七
尾

市
立
東ひ

が
し

湊み
な
と

小
学
校
か

ら
、
七
尾
湾
の
入
り

口
に
あ
る
能
登
観
音

埼
灯
台
の
見
学
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う

か
？
と
の
話
が
舞
い

込
み
ま
し
た
。

　

能
登
観
音
埼
灯
台

は
、
能
登
各
地
の
沿

岸
灯
台
と
同
じ
く
、今
回
の
震
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
、

建
物
は
も
と
よ
り
灯
台
敷
地
が
大
き
く
崩
落
し
て
見
学
す
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
折
角
の
申
し
入
れ
を
無
駄
に
し
て
は
い

け
な
い
！
と
ダ
メ
も
と
で
灯
浮
標
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
記
載

の
件
を
提
案
す
る
こ
と
と
な
り
、
交
通
課
長
＆
専
門
官
の
強
力

タ
ッ
グ
で
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
小
学
校
担
当
教
諭
に
は
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
か
け
る
熱

い
思
い
を
説
明
、
参
加
の
可
否
に
つ
い
て
検
討
を
頂
い
た
と
こ

ろ
、
数
日
の
う
ち
に
イ
ベ
ン
ト
参
加
Ｏ
Ｋ
で
す
と
あ
っ
さ
り
快

諾
し
て
頂
け
ま
し
た
。

　

聞
け
ば
廃
校
に
な
っ
た
北
星
小
学
校
の
合
併
先
が
今
回
の
東

湊
小
学
校
で
あ
り
、
さ
ら
に
現
在
の
東
湊
小
学
校
の
校
長
先
生

は
北
星
小
学
校
に
在
籍
し
て
い
た
際
、
前
回
行
っ
た
灯
浮
標
へ

の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
、

校
長
先
生
か
ら
「
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
は
大
変
貴
重
な
経
験

と
な
る
、
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
！
」
と
の
お
達
し
が
あ

っ
た
そ
う
で
、
何
か
不
思
議
な
縁
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

と
は
言
え
急
遽
動
き
出
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
、
も
う
出
来

な
い
と
半
ば
あ
き
ら
め
モ
ー
ド
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
時
間
が
な

い
、
金
が
な
い
…
と
準
備
不
足
は
否
め
な
い
中
に
あ
っ
て
、
本

写真 ２　能登観音埼灯台敷地が震災により崩落
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今
実
施
し
て
も
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
葛
藤
し
つ
つ
、
東
湊
小
学

校
へ
被
害
状
況
や
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
可
否
に
つ
い
て
確
認
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
教
職
員
及
び
児
童
を
含
め
幸
い
被
害
が
な
か
っ

た
事
、
更
に
は
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
復
興
応
援
を
し
た
い
、
児

童
も
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
3０
日
の
実
施
日
当
日
は
、
真
夏
に
比
べ
れ
ば
幾
分
か
暑

さ
が
和
ら
い
だ
も
の
の
、
小
学
校
児
童
た
ち
の
熱
気
か
ら
か
、

ま
だ
ま
だ
暑
い
最
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
前
に
は
、
七
尾
湾
に
向
か
っ
て
児
童
皆
で

「
カ
ン
ト
リ
ー
ロ
ー
ド
」
を
熱
唱
、
そ
の
後
辻
井
七
尾
部
長
か

ら
の
温
か
く
も
熱
い
励
ま
し
に
続
き
、
児
童
た
ち
に
よ
る
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
？
な
ら
ぬ
意
気
込
み
を
各
班
に
て
披
露
、
そ
の

後
4
班
に
分
か
れ
て
七
尾
で
交
換
さ
れ
る
灯
浮
標
4
基
、
そ
れ

ぞ
れ
に
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
描
い
て
頂
き
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
「
ふ
っ
こ
う
を
ね
が
っ
て
が
ん
ば
れ
の
と
」
や

「
い
つ
も
え
が
お
で
」
な
ど
の
復
興
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ほ
か
、

未
来
の
に
ぎ
や
か
な
海
の
様
子
な
ど
、わ
ず
か
1
時
間
の
間
に
、

こ
ち
ら
が
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
絵
を
一
生
懸
命
描

い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
記
者
か
ら
の
質
問
に
、「
能
登
の
人
に
元
気
を
出

部
整
備
課
の
ほ
か
地
元
灯
浮
標
整
備
業
者
、
燈
光
会
な
ど
協
力

を
得
つ
つ
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
に
向
け
走
り
出
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
同
小
学
校
の
児
童
た
ち
（
2
年
生
、
23
名
）
も
描
く

絵
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
構
想
？
な
ど
着
々
と
準
備
を
進
め
、「
児

童
た
ち
は
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！
」
と
の
担
当
教
諭

か
ら
の
期
待
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
一
週
間
後
に
控
え
た
矢
先
、
能
登
半
島

を
記
録
的
な
大
雨
が
襲

い
ま
し
た
。

　

震
災
復
旧
の
足
音
が

止
ま
る
ど
こ
ろ
か
、
震

災
被
害
よ
り
も
ひ
ど
い

有
様
に
、
被
害
状
況
調

査
に
訪
れ
た
際
に
は

「
も
う
踏
ん
だ
り
蹴
っ

た
り
、
神
も
仏
も
あ
る

も
の
か
…
」
と
の
声
が

一
様
に
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ

っ
て
、
本
イ
ベ
ン
ト
を

写真 3　豪雨により河川が氾濫（輪島市門前町）
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し
て
ほ
し
い
と
心
を
込

め
て
描
い
た
」、「
心
を

込
め
て
書
い
た
、
能
登

の
人
に
元
気
を
出
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
こ
ち

ら
の
胸
が
熱
く
な
る
思

い
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

今
回
、
描
い
て
頂
い

た
こ
れ
ら
灯
浮
標
は
今

月
を
目
途
に
七
尾
湾
に

投
入
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
児
童
た
ち
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
復
興
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
る
人
の
大
き
な
力
に

な
る
よ
う
に
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
能
登
半
島
は
、
元
日
の
震
災
被
害
も
ま
ま
な
ら
な
い

な
か
で
、
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
二
重
の
被
害
を
被
る
中
に
あ

っ
て
、
復
旧
・
復
興
の
道
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
と
感
じ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
が
、
わ
ず
か
で
も
復
旧
・
復
興
の
一
歩
が
踏
み
出

せ
る
よ
う
、
七
尾
海
上
保
安
部
は
今
後
も
様
々
な
機
会
を
通
じ

支
援
し
て
ゆ
き
ま
す
。

写真 4　各班の意気込み、応援メッセージ書き込み

写真 5　応援メッセージ
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前
日
ま
で
の
強
風
等
大
荒
れ
の
天
候
か
ら
一
変
、
雲
一
つ
な

い
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
と
な
っ
た
1０
月
２1
日
（
月
）、
巡
視
艇

は
ま
ゆ
き
に
乗
船
し
た
七
尾
市
立
東
湊
小
学
校
２
年
生
２２
名

は
、
自
分
達
が
書
い
た
震
災
復
興
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
の

灯
浮
標
の
交
換
作
業
を
間
近
で
見
学
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
当
初
、
今
年
度
七
尾
湾
で
灯
浮
標
の
交
換
を
予
定
し

て
い
る
４
基
の
標
体
に
、
地
元
小
学
生
に
よ
り
能
登
半
島
復
興

の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
描
い
て
も
ら
お
う
と
企
画
し
実
施
し
た

後
、
同
小
学
校
か
ら
、
頑
張
っ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
描
い
た
児
童

を
海
上
保
安
庁
の
船
に
乗
せ
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
？

と
の
問
合
せ
が
あ
っ
た
こ
と
が
発
端
で
す
。

　

こ
れ
に
は
七
尾
海
上
保
安
部
と
し
て
何
と
し
て
も
応
え
ね

ば
！
＆
小
学
校
２
年
生
な
が
ら
、
遠
い
先
を
見
越
し
た
リ
ク
ル

ー
ト
活
動
？
を
と
の
思
い
か
ら
、
管
理
課
長
を
筆
頭
に
準
備
が

進
め
ら
れ
、
ど
う
せ
や
る
な
ら
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
の
灯
浮

標
が
実
際
に
設
置
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
見
せ
て
あ
げ
よ
う
と
の
超

前
向
き
な
意
見
が
あ
り
、
こ
れ
を
実
現
す
べ
く
動
き
出
し
ま
し

た
。

　

灯
浮
標
の
交
換
作
業
は
標
体
の
整
備
（
塗
装
等
）、
機
器
の

取
り
付
け
等
順
を
追
っ
て
進
め
て
い
く
と
こ
ろ
で
す
が
、
何
と

か
1０
月
２1
日
に
お
願
い
！
と
本
部
整
備
課
の
ほ
か
、
被
災
者
で

も
あ
る
地
元
業
者
に
事
情
を
説
明
し
ご
理
解
い
た
だ
き
急
ピ
ッ

チ
で
作
業
が
行
わ
れ
た
結
果
、
間
に
合
っ
た
も
の
で
す
。（
関

係
者
の
皆
様
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
）

　

後
は
当
日
の
天
候
を
祈
る
の
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
〇
〇
課

長
の
日
頃
の
行
い
の
成
果
か
、
前
日
の
荒
天
が
嘘
の
よ
う
に
イ

ベ
ン
ト
当
日
は
雲
一
つ
な
い
晴
天
と
な
り
、
無
事
に
灯
浮
標
交

換
工
事
見
学
＆
体
験
航
海
が
で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

殆
ど
の
児
童
た
ち
は
船
に
乗
る
の
は
初
め
て
で
、
普
段
見
る

七
尾
の
海
か
ら
能
登
半
島
に
元
気
を
送
る
！

七
尾
の
海
か
ら
能
登
半
島
に
元
気
を
送
る
！  

パ
ー
ト
②

パ
ー
ト
②

　
　
　
～
児
童
が
巡
視
艇
で
洋
上
か
ら
能
登
の
復
興
を
祈
念
～

　
　
　
～
児
童
が
巡
視
艇
で
洋
上
か
ら
能
登
の
復
興
を
祈
念
～

�

七
尾
海
上
保
安
部

七
尾
海
上
保
安
部
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こ
と
の
な
い
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
街
並
み
や
同
小
学
校
校

舎
を
海
上
か
ら
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
眺
め
、
ま
た
、
操
舵
室
の

レ
ー
ダ
ー
や
電
子
海
図
に
つ
い
て
職
員
に
質
問
を
し
て
い
る
将

来
が
楽
し
み
な
児
童
も
い
ま
し
た
。

　

灯
浮
標
交
換
作
業
で
は
、
児
童
の
到
着
に
あ
わ
せ
、
応
援
メ

ッ
セ
ー
ジ
入
り
の
灯
浮
標
を
投
入
（
業
者
に
感
謝
！
）、
ク
レ

ー
ン
に
吊
り
上
げ
ら
れ
た
灯
浮
標
に
、
児
童
た
ち
か
ら
歓
声
が

上
が
る
と
共
に
投
入
さ
れ
た
灯
浮
標
に
手
を
合
わ
せ
て
能
登
の

復
興
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
児
童
の
中
か
ら
、
将
来
、
こ
の
経
験
が
も
と
で
入
庁
し

た
と
い
う
海
上
保
安
官
が
現
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
投
入
さ
れ
た
灯
浮
標
は
、
児
童
た
ち
の
願
い
を
の
せ
航

行
船
舶
に
対
し
安
全
へ
の
道
標
と
し
て
、
能
登
の
復
興
を
七
尾

の
海
か
ら
見
守
り
続
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

能
登
半
島
は
、
震
災
と
豪
雨
の
二
重
の
被
害
を
受
け
る
中
に

あ
っ
て
、
復
旧
・
復
興
等
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
七
尾
海
上
保
安
部
で
は
引
き
続
き
息
の
長
い
支
援
活
動
を

展
開
し
て
ゆ
き
ま
す
。

写真 1　巡視船はまゆき乗組員との記念撮影
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写真 6．7　応援メッセージ記載の灯浮標に向け黙とう

写真 3　七尾港内クルージング写真 2　巡視船はまゆき　体験航海

写真 4．5　灯浮標交換工事見学
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海
上
保
安
学
校
情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
第
３２
期
生
（
２
年
生
）

２７
名
は
、
令
和
６
年
６
月
２０
日
（
木
）、
舞
鶴
海
上
保
安
部
交

通
課
の
協
力
を
得
て
、
京
都
府
京
丹
後
市
に
所
在
す
る
経
ケ
岬

灯
台
で
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

経
ケ
岬
灯
台
で
実
施
す
る
実
習
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
お

り
、
灯
台
横
で
宿
泊
し
な
が
ら
行
っ
た
実
習
を
思
い
出
さ
れ
た

諸
先
輩
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
在
は
、
現
場

で
滞
在
勤
務
を
要
す
る
灯
台
が
無
く
な
り
、
さ
ら
に
学
生
達
の

宿
泊
時
に
お
け
る
生
活
面
の
問
題
等
も
あ
り
、
日
帰
り
で
灯
台

の
歴
史
や
保
守
管
理
方
法
等
に
関
す
る
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
達
は
、
初
め
て
訪
れ
た
大
型
の
灯
台
と
巨
大
な
一
等
レ

ン
ズ
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、
舞
鶴
保
安
部
職
員
の
説
明
を
聞

き
漏
ら
す
ま
い
と
必
死
に
聴
き
、
メ
モ
し
、
時
に
は
質
問
し
、

自
分
達
が
学
ん
だ
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
知
識
を
吸
収
し
て
い

ま
し
た
。

　

卒
業
ま
で
、
残
す
と
こ
ろ
６
か
月
足
ら
ず
と
な
り
、
学
生
達

は
現
場
へ
の
不
安
を
感
じ
つ
つ
も
、
一
日
一
日
学
校
生
活
を
大

情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
の
校
外
実
習

情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
の
校
外
実
習

��

海
上
保
安
学
校

海
上
保
安
学
校  

航
行
援
助
教
官
室

航
行
援
助
教
官
室

全員で記念撮影
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切
に
過
ご
し
な
が
ら
、
現
場
赴

任
へ
向
け
少
し
ず
つ
成
長
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
実
習
に
あ
た
り
、
業

務
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
舞

鶴
海
上
保
安
部
交
通
課
の
皆
様

に
快
く
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
、

学
生
達
の
感
想
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
実
習
参
加
学
生
の
感
想
】

～
情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
第
３２
期
Ａ　

�
�

植
田　

知
紗　

学
生
～

　

今
回
の
実
習
で
、
経
ケ
岬
灯
台
の

歴
史
・
機
構
・
レ
ン
ズ
の
大
き
さ
な

ど
、
授
業
で
聞
い
て
い
た
装
置
や
知

識
の
再
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
実
務
に
お
い
て
ど
の

よ
う
に
自
分
が
動
く
べ
き
な
の
か
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
実
際
に
灯
台
や
機
器
を
目
の
前

に
す
る
と
、
学
校
で
椅
子
に
座
っ
て
聞
い
て
い
る
と
き
よ

り
も
理
解
し
や
す
い
だ
け
で
な
く
、
現
場
の
雰
囲
気
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
し
た

　

雷
や
停
電
が
発
生
し
た
際
に
も
、
航
路
標
識
の
機
能
を

維
持
し
船
舶
交
通
の
安
全
を
守
る
た
め
に
予
備
電
源
に
切

り
替
わ
り
、
航
海
を
し
て
い
る
方
の
命
を
守
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
感
動
し
ま
し
た
。

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
巡
視
船
や
航
空
機
を
使
っ
た
海
難

救
助
だ
け
で
な
く
、
航
路
標
識
業
務
は
陸
か
ら
灯
台
を
守

る
こ
と
で
命
を
守
っ
て
い
る
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、

と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。
学
ん

だ
こ
と
を
し
っ
か
り
と
現
場
で
活
か
せ
る
よ
う
、
こ
れ
か

電源室の様子環境整備の様子

灯室内の様子
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容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。
そ
れ
で
も
灯
台
は
、
船
舶
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
施
設
で
す
の
で
、
私
が
将
来
交

通
課
に
配
属
さ
れ
た
際
に
は
、
海
の
安
全
を
守
る
と
い
う
責
務

を
持
っ
て
、
維
持
管
理
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

～
情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
第
３２
期
Ａ　

佐
々
木　

陸
人　

学
生
～

　

今
回
の
実
習
で
は
、
灯
台
の
歴
史
や
原

理
、
設
備
及
び
保
守
管
理
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

今
で
は
自
動
化
さ
れ
て
い
る
経
ケ
岬
灯
台

で
す
が
、
昔
は
灯
台
守
が
灯
台
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、

数
時
間
お
き
に
分
銅
を
巻
き
上
げ
る
作
業
を
行
っ
て
い
た
こ
と

で
す
。
そ
れ
を
怠
る
と
、
当
然
灯
台
は
機
能
し
な
く
な
る
。
船

舶
交
通
の
安
全
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
灯
台
は
、
灯
台
守

の
多
大
な
努
力
に
よ
り
今
ま
で
運
用
さ
れ
て
き
た
と
知
り
、
感

慨
深
か
っ
た
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
灯
台
で
す
が
、
少
し
ず
つ
整
備
で
き
る
人
が
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
耳
に
し
ま
し
た
。
今
ま
で
海
を
守
っ

て
き
た
灯
台
が
廃
れ
て
い
く
こ
と
は
と
て
も
悲
し
い
こ
と
で
あ

り
、
私
が
航
路
標
識
業
務
に
携
わ
っ
た
ら
、
灯
台
の
整
備
を
完

璧
に
こ
な
し
、
灯
台
の
機
能
と
歴
史
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

ら
の
勉
強
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
～
情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
第
３２
期
Ａ　

北
方　

暁
朗　

学
生
～

　

恥
ず
か
し
な
が
ら
、
灯
台
は
外
か
ら
眺

め
た
り
、
上
に
登
っ
て
景
色
を
楽
し
ん
だ

り
、
夜
に
な
っ
た
ら
海
に
光
を
照
ら
す
建

物
と
い
う
印
象
し
か
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
今
回
、
経
ケ
岬
灯
台
で
実
習
し
て
、
灯
台
が
ど

の
よ
う
に
し
て
無
人
で
稼
働
し
て
い
る
の
か
、
灯
台
内
の
設
備

に
不
具
合
が
あ
っ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
に
復
旧
さ
れ
る
の
か
等

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
灯
台
に
対
す
る
見
方
が
変
わ
っ
た

と
同
時
に
、
灯
台
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
灯
台
を
維
持
管
理
す
る
こ
と
が
ど
れ

だ
け
大
変
か
と
い
う
事
も
わ
か
り
ま
し
た
。
経
ケ
岬
灯
台
は
国

の
重
要
文
化
財
に
登
録
さ
れ
、
全
国
で
も
非
常
に
有
名
な
灯
台

で
す
が
、
交
通
の
便
が
悪
い
位
置
に
存
在
し
て
お
り
、
し
か
も

灯
台
付
近
の
道
は
非
常
に
細
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
灯
台
の
点

検
や
修
繕
を
す
る
に
し
て
も
、
灯
台
に
た
ど
り
着
く
の
が
一
苦

労
と
い
う
場
所
に
あ
り
ま
す
。
経
ケ
岬
灯
台
だ
け
で
な
く
、
全

国
の
多
く
の
灯
台
は
岬
の
先
端
等
、
非
常
に
ア
ク
セ
ス
し
に
く

い
場
所
に
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
よ
う
な
灯
台
を
維
持

管
理
す
る
の
に
、
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
の
苦
労
が
あ
る
こ
と
が
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と
が
で
き
、
今
回
の
実
習
は
自
分
に
と
っ
て
貴
重
な
時
間
に
な

り
ま
し
た
。
新
た
に
発
見
し
た
自
分
へ
の
課
題
を
、
現
場
に
向

か
う
日
ま
で
、
在
学
中
に
解
決
し
て
い
き
ま
す
。

　
～
情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
第
３２
期
Ａ　

花
岡　

き
ら
ら　

学
生
～

　

今
回
の
経
ケ
岬
灯
台
で
の
校
外
実
習
に

お
い
て
感
じ
た
こ
と
は
、
現
場
で
業
務
を

行
う
上
で
必
要
と
な
る
専
門
知
識
を
蓄
え

る
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。私
た
ち
は
普
段
、

航
路
標
識
や
無
線
機
器
に
つ
い
て
の
授
業
、
ま
た
無
線
機
器
等

を
実
際
に
使
っ
た
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
実
際
に
現

場
で
行
っ
て
い
る
灯
台
の
保
守
整
備
業
務
に
関
す
る
知
識
は
漠

然
と
し
て
お
り
、
普
段
の
授
業
で
は
イ
メ
ー
ジ
を
し
に
く
い
部

分
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
学
校
で
の
学
習
が
現
場
の
業

務
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
を
自
分
の
目

で
確
認
し
た
こ
と
で
、
よ
り
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
一
方
、
実
習
中
に
初
め
て
知
っ
た
こ
と
や
、
疑
問

に
思
っ
た
こ
と
な
ど
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

現
場
で
は
多
く
の
機
器
や
装
置
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
多

く
の
知
識
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
残
り
の
学
校
で

の
授
業
や
実
習
で
、
現
場
に
向
け
て
多
く
の
知
識
の
習
得
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

現
場
に
出
る
ま
で
、
あ
と
半
年
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
迫
っ
て

き
ま
し
た
。
今
回
の
実
習
で
は
、
実
際
に
現
場
に
出
て
、
ど
の

よ
う
に
灯
台
を
保
守
運
用
し
て
い
く
か
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
、
同

時
に
も
う
す
ぐ
海
上
保
安
官
と
し
て
働
い
て
い
く
の
だ
と
い
う

実
感
も
湧
い
て
き
ま
し
た
。
残
り
半
年
、
現
場
で
活
躍
で
き
る

人
材
に
な
る
た
め
、
さ
ら
な
る
知
識
・
技
能
の
向
上
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

～
情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
第
３２
期
Ａ　

堂
上　

壮
太　

学
生
～

　

今
回
の
経
ケ
岬
灯
台
の
実
習
は
、
現
場

で
行
う
業
務
を
、
身
を
も
っ
て
経
験
す
る

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
実
習

で
わ
か
っ
た
自
分
に
足
り
な
い
も
の
。
そ

れ
は
、
業
務
に
関
す
る
知
識
は
も
ち
ろ
ん
、
業
務
に
対
す
る
心

構
え
だ
と
思
い
ま
し
た
。
経
ケ
岬
灯
台
は
、
想
定
し
て
い
た
よ

り
も
過
酷
な
現
場
で
し
た
。
灯
台
ま
で
の
山
道
、
真
夏
で
も
行

う
灯
台
の
保
守
点
検
、
灯
台
一
般
公
開
の
た
め
の
準
備
、
灯
台

に
異
常
が
あ
れ
ば
駆
け
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
等
、
学

校
で
聞
い
て
は
い
た
も
の
の
、
実
習
を
通
じ
て
「
こ
れ
は
大
変

だ
」
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
に
知
識
が
あ
ろ
う
と
、
経
験
が
あ
ろ
う
と
、
過
酷
な

現
場
で
業
務
を
遂
行
す
る
心
構
え
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
る
こ
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本
年
2
月
に
航
路
標
識
協
力
団
体
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
「
恵

山
岬
灯
台
活
用
協
議
会
」
は
、
函
館
市
か
ら
移
住
サ
ポ
ー
タ
ー

を
委
嘱
さ
れ
た
北
條
氏
（
地
域
お
こ
し
若
者
グ
ル
ー
プ
「
Ｒ
Ｉ

Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｎ
」
代
表
）
が
会
長
を
務
め
、
灯
台
近
く
の
宿
泊
施

設
「
は
こ
だ
て
恵
山
ホ
テ
ル
恵
風
」
総
支
配
人
の
高
島
氏
、
函

館
市
椴
法
華
支
所
長
の
三
原
氏
、
海
上
保
安
友
の
会　

道
南
支

部
理
事
の
増
井
氏
ほ
か
関
係
企
業
も
会
員
と
し
て
参
画
し
、
恵

山
岬
灯
台
を
核
と
し
た
函
館
東
部
エ
リ
ア
活
性
化
の
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　　

７
月
2０
日
に
「
は
こ
だ
て
恵
山
ホ
テ
ル
恵
風
」
の
屋
外
披
露

宴
プ
ラ
ン
の
一
環
と
し
て
灯
台
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
、

灯
台
で
の
挙
式
、
踊
り
場
に
立
つ
新
郎
新
婦
へ
の
祝
福
、
ド
ロ

ー
ン
空
撮
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

こ
の
プ
ラ
ン
に
申
し
込
ん
だ

カ
ッ
プ
ル
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
人
の
新
郎
フ
セ
イ
ン
ソ
フ
ィ
ア
ン

さ
ん
と
、
パ
キ
ス
タ
ン
人
の
父
と
日
本
人
の
母
の
ハ
ー
フ
で
あ

る
日
本
人
新
婦
中
村
彩
羅
さ
ん
の
ご
夫
妻
で
、
こ
の
地
域
と
結

び
つ
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　

灯
台
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
は
、
全
国
で
過
去
に
事
例
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
国
際
カ
ッ
プ
ル
の
挙
式
は
初
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

参
列
者
は
１
５
０
人
ほ
ど
で
、
８
割
が
北
海
道
外
か
ら
来
ら

れ
た
ご
夫
妻
の
友
人
、
2
割
が
地
元
の
関
係
者
で
す
。
灯
台
下も

と

か
ら
参
列
者
に
よ
り
「
愛
を
誓
い
ま
す
か
？
」
が
問
わ
れ
、
灯

台
踊
り
場
か
ら
ご
夫
妻
が
「
誓
い
ま
す
！
」
と
答
え
る
と
、
参

列
者
に
よ
り
人
文
字
で
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
」
が
描
か
れ
ま
し
た
。

　

ご
夫
妻
は
、
現
在
、
茨
城
県
古
河
市
と
北
海
道
函
館
市
の
2

拠
点
生
活
で
、
年
の
半
分
を
函
館
市
で
過
ご
し
て
お
り
、
恵
山

地
域
の
土
地
を
購
入
し
、
地
元
林
業
の
支
援
を
受
け
原
木
生
産

と
椎
茸
栽
培
販
売
を
始
め
て
お
り
、
将
来
的
に
は
羊
の
畜
産
を

計
画
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
地
域
に
根
差
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
展

開
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
（
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
ご
夫
妻
か
ら
快
諾
が
得
ら
れ
て
お
り

ま
す
。）

恵
山
岬
灯
台

恵
山
岬
灯
台
をを
活
用
活
用
し
た
し
た
初
国
際
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

初
国
際
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

�

函
館
海
上
保
安
部
交
通
課

函
館
海
上
保
安
部
交
通
課
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「
恵
山
岬
灯
台
活

用
協
議
会
」
は
、
協

力
団
体
に
指
定
さ
れ

る
以
前
か
ら
灯
台
敷

地
で
の
「
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
」「
サ
ウ

ナ
」「
チ
ェ
ア
リ
ン

グ
」
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
た
実
績
が

あ
り
ま
す
が
、
指
定

後
に
お
い
て
も
上
記

「
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
」

や
「
菓
子
ま
き
」
な

ど
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動

を
本
格
化
し
て
お

り
、
今
後
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
、
函
館
海
上
保

安
部
も
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

愛を誓う新郎と新婦

人文字で描かれたLOVE

祝福する参列者

画像：トモソラ空撮　提供
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釜
石
保
安
部
だ
よ
り

　

９
月
８
日
（
日
）、
大
船
渡
市
の
一
般
市
民
か
ら
釜
石
海
上

保
安
部
に
、「
大
船
渡
港
指
向
灯
の
壁
に
蜂
の
巣
が
あ
っ
て
、

日
毎
に
巣
が
大
き
く
な
り
、
危
険
を
感
じ
て
い
ま
す
、
除
去
を

お
願
い
し
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
と

通
報
が
あ
り
ま
し
た
。

　

翌
日
、
棒
、
手
袋
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
厚
手
の
服
や
ビ
ニ
ー
ル

袋
、
殺
虫
ス
プ
レ
ー
等
で
重
装
備
の
う
え
、
職
員
に
よ
る
巣
の

除
去
も
含
め
て
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
建
物
の
屋
根
の
庇
に
ス
ズ
メ

バ
チ
の
直
径
約
5０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
巣
、
職
員
が
建

物
に
近
づ
く
と
、
多
数
の
ス
ズ
メ
バ
チ
が
飛
来
、
警
戒
し
ま
す
、

“
危
険
”、“
無
理
”、
早
々
に
除
去
を
諦
め
、
退
散
し
ま
し
た
。

　

大
船
渡
市
に
相
談
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
除
去
業
者
を
教
え

て
い
た
だ
き
、
９
月
１４
日
、

業
者
に
よ
り
無
事
に
ス
ズ
メ

バ
チ
の
巨
大
な
巣
を
除
去
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

美
し
い
青
い
海
と
空
と
緑

の
大
地
、
自
然
豊
か
な
三
陸

で
す
が
、
釜
石
海
上
保
安
部

は
、
猛
暑
、
蜂
や
熊
出
没
な

ど
自
然
の
脅
威
に
留
意
し
な

が
ら
、
海
の
安
全
安
心
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

釜
石
海
上
保
安
部

海
上
保
安
官
の
蜂
退
治

　
　
～
ス
ズ
メ
バ
チ
に
は
敵
わ
な
い
～
　

人的被害なく無事に駆除 スズメバチの巨大な巣
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大
船
渡
湾
で
航
行
船
舶
の
徐
行
を
呼
び
か
け

大
船
渡
湾
で
航
行
船
舶
の
徐
行
を
呼
び
か
け

　
　
～
漁
業
者
の
海
中
転
落
や�

�

養
殖
施
設
の
破
損
を
防
止
～
　

　

８
月
2３
日
、
岩
手
県
大
船
渡
市
で
大
船
渡
湾
内
航
行
船
舶
の

徐
行
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

大
船
渡
湾
（
重
要
港
湾
大
船
渡
港
）
は
、
リ
ア
ス
式
海
岸
に

囲
ま
れ
た
、
奥
深
い
波
静
か
な
天
然
の
良
港
で
、
古
く
か
ら
物

流
や
交
流
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、
ワ
カ
メ
や
カ
キ
の
養
殖
漁
業

も
盛
ん
で
す
。

　

し
か
し
、
国
内
外
の
大
小
多
く
の
船
舶
が
行
き
交
う
た
め
、

航
走
波
に
よ
る
養
殖
漁
業
施
設
の
破
損
や
漁
業
従
事
者
の
海
中

転
落
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
サ
ン
マ
漁
業
の
水
揚
げ
で
入
出
港
船
が
増
加
す
る
こ

の
時
期
に
、
岩
手
県
大
船
渡
市
水
産
課
と
大
船
渡
市
漁
業
協
同

組
合
及
び
釜
石
海
上
保
安
部
は
、
合
同
で
大
船
渡
市
内
の
船
舶

会
社
、
漁
業
無
線
局
及
び
新
聞
社
を
訪
問
、
航
行
船
舶
の
徐
行

と
漁
業
従
事
者
の
安
全
確
保
や
養
殖
漁
業
施
設
の
破
損
防
止
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

釜
石
海
上
保
安
部
は
、
美
し
い
青
い
空
と
海
と
緑
の
大
地
、

海
洋
資
源
が
豊
か
な
こ
の
三
陸
で
地
域
の
皆
様
に
寄
り
添
い
、

海
の
安
全
安
心
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

呼びかけの様子

天然の良港 大船渡湾（重要港湾 大船渡港）



—  27  —

１
　
憧
れ
の
灯
台
巡
り
女
子
旅
決
行

　

私
は
、
燈
光
会
員
と
な
り
早
５
年
目
と
な
り
ま
す
。
毎
年
同

会
か
ら
送
っ
て
い
た
だ
く
灯
台
カ
レ
ン
ダ
ー
の
景
色
が
と
っ
て

も
素
敵
で
、
カ
レ
ン
ダ
ー
に
登
場
す
る
灯
台
に
行
っ
て
み
た
い

な
と
い
う
衝
動
に
駆
ら
れ
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
三
重
県
志
摩

市
に
あ
る
安
乗
埼
灯
台
と
大
王
埼
灯
台
を
訪
れ
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

私
の
住
ん
で
い
る
石
川
県
に
も
有
名
な
灯
台
が
あ
り
ま
す

が
、
一
般
公
開
な
ど
の
特
別
な
時
期
で
し
か
灯
台
に
は
の
ぼ
れ

ま
せ
ん
。
石
川
県
か
ら
近
く
て
、い
つ
で
も
「
の
ぼ
れ
る
灯
台
」

が
志
摩
市
に
2
か
所
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
６
年
８
月
2３
日

か
ら
2４
日
に
志
摩
の
灯
台
を
訪
れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

灯
台
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
、
安
乗
埼
灯
台
と
大
王
埼
灯
台
は
毎

年
常
連
で
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

さ
れ
る
な
ど
両
灯
台
と
も
歴
史
が
あ
っ
て
、
西
洋
風
の
美
し
い

灯
台
で
す
の
で
、
以
前
か
ら
一
度
は
訪
れ
て
み
た
い
灯
台
で
し

た
。

　

６
月
下
旬
に
職
場
で
の
夏
休
み
調
整
が
あ
り
、
希
望
時
期
と

は
少
し
違
っ
た
の
で
す
が
、
８
月
下
旬
に
夏
休
み
期
間
が
決
ま

り
、
今
年
は
私
の
干
支
年
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
少
し
気
合
を

入
れ
て
遠
出
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

私
は
山
登
り
の
趣
味
が
あ
っ
て
、
高
い
所
か
ら
雄
大
に
広
が

る
景
色
を
見
る
の
が
大
好
き
で
、
今
年
は
灯
台
に
の
ぼ
っ
て
地

球
が
丸
く
感
じ
ら
れ
る
広
大
な
海
を
眺
め
た
い
と
思
い
、
灯
台

巡
り
を
決
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２
　
志
摩
へ
の
長
い
旅
　

　

石
川
県
最
寄
り
の
Ｉ
Ｒ
い
し
か
わ
鉄
道
の
駅
を
朝
7
時
2
分

の
電
車
に
乗
り
、
金
沢
か
ら
北
陸
新
幹
線
、
特
急
は
く
た
か
、

近
鉄
特
急
を
乗
り
継
ぎ
、
最
初
の
目
的
地
で
あ
る
伊
勢
市
宇
治

山
田
駅
に
は
１2
時
３7
分
着
と
な
り
、
約
６
時
間
近
く
か
か
り
ま

し
た
。

　

金
沢
か
ら
東
京
に
行
く
の
に
北
陸
新
幹
線
は
便
利
に
な
り
ま

し
た
が
、
敦
賀
ま
で
今
年
の
３
月
１６
日
に
延
伸
し
た
こ
と
で
、

以
前
は
特
急
は
く
た
か
で
金
沢
か
ら
名
古
屋
ま
で
直
通
又
は
米

一
般
会
員

一
般
会
員
　
三
　
嶋
　
咲
　
栄

　
三
　
嶋
　
咲
　
栄

志
摩
の
「
の
ぼ
れ
る
灯
台
」
を
訪
ね
て

志
摩
の
「
の
ぼ
れ
る
灯
台
」
を
訪
ね
て
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原
で
東
海
道
新
幹
線
に
乗
り
換
え
１
回
で
行
け
ま
し
た
が
、
今

は
敦
賀
で
の
乗
り
換
え
が
あ
り
、
東
海
道
新
幹
線
を
利
用
す
る

と
乗
り
換
え
2
回
と
な
り
、
乗
り
換
え
時
間
を
含
む
と
あ
ま
り

時
間
的
メ
リ
ッ
ト
が
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

敦
賀
駅
で
は
、
北
陸
新
幹
線
に
乗
っ
て
い
た
人
が
一
斉
に
降

り
て
、
名
古
屋
方
面
や
京
都
大
阪
方
面
へ
の
乗
り
換
え
と
な
る

の
で
、
民
族
大
移
動
状
態
で
、
駅
員
さ
ん
が
大
勢
で
も
の
す
ご

い
誘
導
を
し
て
い
て
、
こ
れ
は
大
変
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
は
、
名
古
屋
ま
で
は
何
度
か
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す

が
、
志
摩
市
ま
で
行
く
の
は
、
今
回
が
初
め
て
で
、
名
古
屋
駅

で
近
鉄
の
乗
車
券
を
買
う
の
に
自
動
券
売
機
の
操
作
に
自
信
が

な
く
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
方
が
長
打
の
列
を
な
す
発
券
窓
口
に

並
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
、
予
定
の
電
車
に
乗
れ
ず
に
2０
分
後
発

の
列
車
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
初
か
ら
宇
治
山
田
駅
で
下
車
し

て
、
昼
食
を
頂
こ
う
と
計
画
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
予
定
か
ら

は
2５
分
遅
れ
で
到
着
で
き
ま
し
た
。

　

宇
治
山
田
駅
は
、
今
で
も
皇
族
や
内
閣

総
理
大
臣
が
伊
勢
神
宮
に
参
拝
さ
れ
る
際

に
利
用
さ
れ
る
駅
だ
そ
う
で
、
駅
舎
は
平

成
１３
年
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

さ
れ
、
伊
勢
神
宮
外
宮
の
玄
関
口
と
し
て

昭
和
６
年
に
建
造
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
宮

殿
の
よ
う
な
豪
華
な
装
飾
が
な
さ
れ
た
駅

舎
と
の
こ
と
か
ら
一
度
は
見
て
み
た
い
の

と
本
場
の
伊
勢
う
ど
ん
を
食
べ
た
い
こ
と

も
あ
り
、
こ
こ
で
下
車
し
ま
し
た
。

　

駅
１
階
コ
ン
コ
ー
ス
の
柱
に
は
、
な
ん

と
菅
島
灯
台
の
写
真
パ
ネ
ル
が
飾
ら
れ
て

い
て
、
こ
れ
か
ら
三
重
の
灯
台
巡
り
に
行

く
私
を
歓
迎
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
気

宇治山田駅

駅 １階コンコース
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や
さ
し
い
味
で
本
当
に
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
江
戸
時
代
に
お

伊
勢
参
り
が
流
行
り
、伊
勢
う
ど
ん
が
旅
人
の
疲
れ
を
癒
す「
お

も
て
な
し
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
納
得
で
き
ま
し
た
。

３
　
安
乗
埼
灯
台
巡
礼

　

安
乗
埼
灯
台
に
着
い
た
の
は
１５
時
頃
で
、
日
本
海
側
か
ら
太

平
洋
側
に
出
て
、
本
当
に
遠
く
ま
で
来
た
な
あ
と
実
感
し
ま
し

た
。

持
ち
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

昼
食
は
１３
時
過
ぎ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
お
店
は
比
較

的
空
い
て
い
て
、
待
ち
時
間
な
し
で
テ
ー
ブ
ル
に
着
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
入
口
の
順
番
待
ち
表
に
名
前
が
た
く
さ
ん
書
か

れ
て
い
た
の
で
人
気
店
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
、
少
し
遅
い
お
昼

で
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
伊
勢
う
ど
ん
は
、
エ
ビ
天
ぷ

ら
2
つ
が
入
っ
た
も
の
を
頂
き
ま
し
た
が
、
私
の
イ
メ
ー
ジ
に

あ
る
伊
勢
う
ど
ん
と
は
全
く
異
な
り
、
長
旅
で
疲
れ
た
体
に
は

天ぷら伊勢うどんを頂きました

安乗埼灯台にて
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お
土
産
に
き
ん
こ
芋
2
つ
を
購
入
し
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
頂
き

ま
し
た
が
、と
て
も
甘
く
て
人
気
が
あ
る
の
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
こ
の
ス
イ
ー
ツ
は
観
光
雑
誌
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
か

な
り
有
名
だ
そ
う
で
、
こ
の
ス
イ
ー
ツ
目
当
て
で
来
ら
れ
る
方

も
多
い
よ
う
で
す
。

　

石
川
県
加
賀
市
に
加
佐
岬
灯
台
が
あ
り
、
私
は
５
年
前
に
、

こ
の
灯
台
を
訪
れ
ま
し
た
が
、
近
く
に
加
佐
ノ
岬
倶
楽
部
と
い

う
大
き
な
パ
フ
ェ
で
有
名
な
カ
フ
ェ
が
あ
り
、
こ
の
時
は
ラ
ン

チ
を
頂
い
た
の
で
す
が
、
灯
台
近
く
に
こ
の
よ
う
な
お
店
が
あ

る
と
、
灯
台
を
訪
れ
る
付
加
価
値
が
高
ま
り
楽
し
み
も
増
え
る

と
思
い
ま
し
た
。

４
　
大
王
埼
灯
台
巡
礼

　

安
乗
埼
灯
台
か
ら
大
王
埼
灯
台
ま
で
は
約
１３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

あ
り
、
１
日
で
2
か
所
に
行
き
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
灯
台
は

午
後
４
時
ま
で
し
か
の
ぼ
れ
な
い
の
で
、
大
王
埼
灯
台
へ
は
翌

日
の
朝
一
で
行
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

灯
台
入
口
で
迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
猫
ち
ゃ
ん
2
匹
で
と
っ

て
も
人
懐
っ
こ
く
、
何
か
食
べ
る
も
の
を
持
っ
て
い
れ
ば
良
か

っ
た
の
で
す
が
、
お
と
な
し
く
な
で
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
王
埼
灯
台
は
、
昭
和
2
年
１０
月
５
日
（
１
９
２
７
年
）
に

建
設
さ
れ
た
現
役
の
灯
台
で
扇
形
の
お
洒
落
な
付
属
舎
バ
ル
コ

　

安
乗
埼
灯
台
に
つ
い
て
は
、
燈
光
誌
で
よ
く
記
事
や
写
真
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
少
し
の
知
識
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
灯
台
入
口
に
は
映
画
「
喜
び
も
悲
し
み
も
幾
歳
月
」
の
ロ

ケ
地
と
な
っ
た
写
真
と
説
明
書
き
が
貼
ら
れ
て
い
て
、
改
め
て

有
名
な
灯
台
で
あ
る
と
認
識
し
ま
し
た
。

　

灯
台
に
の
ぼ
る
と
的
矢
湾
が
左
側
に
、
右
側
に
は
太
平
洋
が

開
け
て
い
て
、
日
本
海
で
は
数
少
な
い
通
航
船
舶
で
す
が
、
太

平
洋
側
で
は
多
く
の
船
舶
が
行
き
来
し
て
い
て
、
灯
台
の
重
要

性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

安
乗
岬
園
内
に
は
志
摩
市
が
運
営
す
る
「
安
乗
埼
灯
台
資
料

館
」
が
あ
り
、
初
代
安
乗
埼
灯
台
の
模
型
や
灯
台
資
料
が
多
く

展
示
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
よ
う
な
灯
台
専
門
の
資
料
館
を
見
る

の
は
初
め
て
で
、
大
変
興
味
深
く
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

灯
台
周
辺
は
、
安
乗
岬
園
地
と
し
て
芝
生
や
遊
歩
道
が
整
備

さ
れ
て
い
て
、
園
内
に
は
灯
台
カ
フ
ェ
「
き
ん
こ
芋
工
房　

上

田
商
店
」
が
あ
り
、
き
ん
こ
芋
を
使
っ
た
様
々
な
ス
イ
ー
ツ
が

販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ク
ー
ラ
ー
の
効
い
た
カ
フ
ェ
で
ア
イ

ス
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
海
と
空
の
ブ
ル
ー
に
良
く
映
え

る
灯
台
を
ゆ
っ
く
り
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
カ
フ
ェ
内
に
は
ど
こ
か
の
灯
台
で
使
わ
れ
て
い
た
レ

ン
ズ
が
置
か
れ
て
い
て
、
明
か
り
も
点
灯
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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れ
て
い
て
、「
大
王
埼
灯
台
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
あ
り
、
昔
使

用
さ
れ
て
い
た
灯
台
の
レ
ン
ズ
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、
ス
イ
ッ

チ
を
押
す
と
レ
ン
ズ
が
回
転
し
、
か
つ
て
の
灯
台
の
灯
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

志
摩
市
の
こ
れ
ら
2
つ
の
灯
台
に
は
、
お
土
産
屋
さ
ん
が
隣

接
し
、写
真
ス
ポ
ッ
ト
や
絵
に
な
る
場
所
が
整
備
さ
れ
て
い
て
、

良
く
観
光
化
さ
れ
て
い
る
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。

５
　
番
外
編

　

今
回
志
摩
市
で
宿
泊
し
た
賢
島
ホ
テ
ル
ベ
イ
ガ
ー
デ
ン
は
、

当
初
予
約
は
洋
室
シ
ン
グ
ル
１６
平
方
メ
ー
ト
ル
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
タ
イ
プ
の
部
屋
で
し
た
が
、
宿
泊
の
１
週
間
前
に
ホ
テ
ル

か
ら
電
話
が
あ
り
、
１０
畳
の
和
室
で
ト
イ
レ
浴
室
が
セ
パ
レ
ー

ト
の
部
屋
を
追
加
料
金
な
し
で
、
変
更
で
き
ま
す
と
連
絡
が
あ

り
ま
し
た
。
私
は
、
特
に
洋
室
、
和
室
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、
お
言
葉
に
甘
え
て
部
屋
を
ク
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
ホ
テ
ル
に
は
、１7
時
頃
に
到
着
し
、

ホ
テ
ル
到
着
後
、
周
辺
を
少
し
散
策
し
た
の
で
す
が
、
賢
島
駅

か
ら
は
徒
歩
３
分
の
距
離
で
便
利
な
の
で
す
が
、
駅
の
コ
ン
ビ

ニ
入
口
に
は
な
ん
と
１８
時
に
閉
ま
る
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
の

で
、
賢
島
か
ら
志
摩
市
で
最
も
繁
華
街
の
あ
る
鵜
方
と
は
少
し

の
距
離
で
す
が
、
随
分
違
う
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

ニ
ー
が
あ
り
、
入
口
に
は
古
典
風
の
凝
っ
た
デ
ザ
イ
ン
が
施
さ

れ
て
い
る
灯
台
で
す
。
岬
の
高
台
に
設
置
さ
れ
て
い
て
、
か
つ

て
は
九
鬼
水
軍
の
居
城
で
あ
っ
た
場
所
と
の
こ
と
で
、
岬
の
高

台
に
凛
と
し
た
立
ち
姿
が
美
し
く
、
こ
こ
も
空
と
海
の
ブ
ル
ー

に
白
い
灯
台
が
よ
く
映
え
る
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
所
だ
な
あ
と
感

じ
ま
し
た
。
こ
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
感
か
ら
「
恋
す
る
灯
台
」
に

選
ば
れ
て
い
る
こ
と
も
納
得
で
き
ま
し
た
。

　

灯
台
近
く
に
は
、
小
さ
な
広
場
と
綺
麗
な
ト
イ
レ
が
整
備
さ

絵描きさん美しく描いてくれるかな？
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て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
本
当
に
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。

　

両
親
に
志
摩
で
は
５
，０
０
０
円
以
下
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
る
と

言
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
少
し
変
な
顔
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
コ

ス
パ
最
高
の
ホ
テ
ル
で
し
た
。

　

今
回
の
「
の
ぼ
れ
る
灯
台
」
女
子
旅
に
お
い
て
は
、
志
摩
市

で
の
食
事
も
楽
し
み
に
し
て
来
ま
し
た
。
私
が
志
摩
市
で
夕
食

を
い
た
だ
い
た
所
は
、
鵜
方
の
日
本
料
理
店
で
、
海
の
幸
（
松
）

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
鮮
な
お
造
り
、さ
ざ
え
の
つ
ぼ
焼
き
、

　

当
初
予
約
の
部

屋
は
低
層
階
で
し

た
が
、
５
階
建
の

４
階
の
部
屋
へ
の

変
更
で
し
た
の

で
、
部
屋
か
ら
は

英
虞
湾
の
景
色
が

見
晴
ら
し
良
く
眺

め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

伺
う
と
こ
ろ
に

よ
る
と
、
ホ
テ
ル

の
料
理
長
の
体
調

が
悪
く
、
最
近
は

食
事
付
き
の
宿
泊

は
休
止
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
、
事

前
に
食
事
の
心
配

も
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
ふ
か

ふ
か
の
布
団
で
広

い
部
屋
に
変
更
し

賢島ホテルベイガーデン

メニューから「海の幸（松）」

和室１0畳の部屋に変更
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屋
さ
ん
に
１１
時
に
入
り
ま
し
た
。
お
店
の
開
店
１
番
で
入
り
ま

し
た
の
で
、
ま
だ
空
い
て
い
て
、「
ひ
つ
ま
ぶ
し
」
を
ゆ
っ
く

り
美
味
し
く
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

松
阪
か
ら
名
古
屋
に
出
て
、「
名
古
屋
う
ま
い
も
ん
通
り
」

に
「
ひ
つ
ま
ぶ
し
」
の
の
ぼ
り
が
あ
り
ま
し
た
が
、
長
打
の
列

が
で
き
て
い
て
、
す
で
に
「
ひ
つ
ま
ぶ
し
」
を
頂
い
て
い
た
こ

と
か
ら
少
し
優
越
感
を
感
じ
た
の
と
、
赤
福
を
松
阪
で
2
個
買

っ
た
の
で
す
が
、名
古
屋
で
は
松
阪
よ
り
１
個
１
０
０
円
高
く
、

こ
こ
で
も
何
か
つ
い
て
い
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

実
は
私
は
、
８
月
中
旬
に
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て
し
ま
い
、
し

ば
ら
く
部
屋
に
閉
じ
こ
も
り
の
生
活
を
し
て
い
て
、
わ
ず
か
ば

か
り
の
運
の
悪
さ
を
ち
ょ
っ
ぴ
り
恨
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
す
の

で
、
今
回
の
灯
台
巡
り
は
思
い
が
け
な
い
幸
運
が
続
き
、
来
て

本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
旅
行
を
通
し
、
灯
台
の
凛
と
し
た
立
ち
姿
、
船
の
安

全
の
た
め
海
を
照
ら
し
続
け
る
姿
を
見
て
い
る
と
、
何
か
日
常

生
活
の
姿
勢
が
正
さ
れ
、
歩
む
べ
き
道
し
る
べ
が
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
灯
台
フ
ァ
ン
と
し
て
も
、
こ
れ

か
ら
も
多
く
の
灯
台
を
訪
れ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、

こ
の
旅
が
志
摩
の
灯
台
を
訪
れ
る
方
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
。

伊
勢
海
老
サ
ラ
ダ
、
鯛
と
ブ
リ
の
煮
つ
け
、
天
婦
羅
が
あ
り
、

シ
メ
に
鯛
茶
漬
を
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

　

当
初
の
予
約
で
は
カ
ウ
ン
タ
ー
席
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
当

日
、
個
室
に
変
更
で
き
ま
す
と
の
こ
と
で
、
個
室
に
変
更
し
て

い
た
だ
き
、
こ
こ
で
も
ラ
ッ
キ
ー
な
事
が
続
き
ま
し
た
の
で
、

今
年
干
支
年
の
私
、
何
か
持
っ
て
る
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

大
王
埼
灯
台
周
辺
を
散
策
し
た
あ
と
、
鵜
方
か
ら
松
阪
に
出

ま
し
た
。
三
重
県
は
鰻
の
店
が
多
い
と
の
こ
と
で
、
松
阪
の
鰻

松阪で「ひつまぶし」を頂きました
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１
　
は
じ
め
に

　

今
年
５
月
に
、
日
本
航
海
学
会
で
講
演
を
行
う
機
会
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
演
題
は「
船
内
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
歴
史
は
、

航
路
標
識
測
定
船
か
ら
始
ま
っ
た
」
で
す
［
参
考
文
献
１
］。

　

演
題
に
含
ま
れ
る
「
航
路

標
識
測
定
船
」
は
、
海
上
保

安
庁
航
路
標
識
測
定
船
つ
し

ま
（
１
９
７
７
年-

２
０
１

２
年
）
の
こ
と
で
す
。
つ
し

ま
は
知
っ
て
い
て
も
、「
船
内

情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
」
の
ほ

う
は
、
な
じ
み
の
な
い
読
者

も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

船
内
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム

と
は
、
船
艇
の
観
測
・
航
海

装
置
等
か
ら
収
集
し
た
デ
ー

タ
の
記
録
・
管
理
・
配
信
・
表
示
等
を
実
行
す
る
仕
組
み
を
い

い
ま
す
（
図
１
）。

　

講
演
で
は
、
つ
し
ま
に
搭
載
さ
れ
た
電
波
標
識
評
価
シ
ス
テ

ム
装
置
が
、
日
本
に
お
け
る
船
内
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
第
一

号
で
あ
る
と
紹
介
し
ま
し
た
。

２
　
航
路
標
識
測
定
船
つ
し
ま

　

１
９
７
０
年
代
半
ば
、
海
上
保
安
庁
は
、
オ
メ
ガ
、
デ
ッ
カ
、

ロ
ラ
ン
Ａ
等
の
電
波
標
識
を
運
用
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
電
波
標
識
の
精
度
維
持
に
必
要
な
海
上
測
定
を
行
う

航
路
標
識
測
定
船
つ
し
ま
が
、１
９
７
７
年
に
就
役
し
ま
し
た
。

つ
し
ま
は
、
電
波
標
識
の
受
信
装
置
と
し
て
、
海
上
保
安
庁
が

運
用
す
る
も
の
の
ほ
か
に
、
Ｎ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
お
よ
び
ロ
ラ
ン
Ｃ
の
受

信
装
置
を
搭
載
し
て
い
ま
し
た
（
図
２
）［
参
考
文
献
２
］。

　

つ
し
ま
で
は
、
時
計
装
置
（
原
子
時
計
）
か
ら
デ
ー
タ
処
理

装
置
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）
を
通
じ
て
複
数
の
受
信
デ
ー
タ
に
標

準
時
刻
を
付
与
し
ま
す
。
精
確
な
タ
イ
ミ
ン
グ
に
紐
づ
け
ら
れ

航
路
標
識
測
定
船
つ
し
ま
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
疑
問

航
路
標
識
測
定
船
つ
し
ま
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
疑
問  

�

セ
ナ
ー
ア
ン
ド
バ
ー
ン
ズ
株
式
会
社
（
普
通
会
員
）

セ
ナ
ー
ア
ン
ド
バ
ー
ン
ズ
株
式
会
社
（
普
通
会
員
）　
五
十
嵐
　
耕

　
五
十
嵐
　
耕

図 １　船内情報処理システム概念図
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た
デ
ー
タ
を
船
位
計
算
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
処
理
し
、
各
電
波
標
識

に
よ
る
船
位
を
即
時
に
算
出
・
比
較
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

３
　
船
内
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
発
展

　

つ
し
ま
以
前
、
船
舶
に
お
け
る
観
測
業
務
で
は
、
搭
載
し
た

観
測
装
置
は
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
で
作
動
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
複
数
デ
ー
タ
の
突
合
せ
の
た
め
に
は
航
海
終
了
後
の
解

析
作
業
が
必
要
で
し
た
。

　

し
か
し
、
船
内
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
即
時

に
デ
ー
タ
の
確
認
・
整
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
画
期
的
な
こ
と
で
し
た
。

　

つ
し
ま
に
続
く
船
内
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、
１
９

８
１
年
の
海
上
保
安
庁
測
量
船
昭
洋
へ
の
長
距
離
測
位
装
置
の

搭
載
で
し
た
。
ロ
ラ
ン
Ｃ
と
Ｎ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
に
よ
る
複
合
測
位
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
東
京
大
学
学
術
研
究
船
淡
青
丸
（
１
９
８
２
年
就

役
）
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
航
法
装
置
や
、
海
洋
科
学
技
術
セ
ン
タ

ー
支
援
母
船
よ
こ
す
か
（
１
９
８
７
年
就
役
）
の
高
精
度
航
法

装
置
の
整
備
を
経
て
、
船
内
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
は
発
展
し
、

現
在
で
は
多
数
の
船
舶
に
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
し
ま
、
昭
洋
、
淡
青
丸
、
よ
こ
す
か
の
船
内
情
報
処
理
シ

ス
テ
ム
整
備
を
手
掛
け
た
の
は
セ
ナ
ー
株
式
会
社
（
１
９
６
６

年-

２
０
０
５
年
）
で
し
た
。
そ
の
技
術
力
を
引
き
継
い
だ
当

社
セ
ナ
ー
ア
ン
ド
バ
ー
ン
ズ
株
式
会
社
（
２
０
０
５
年-

）
は
、

現
在
も
観
測
船
や
練
習
船
な
ど
の
船
内
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
整

備
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。［
参
考
文
献
３
］

４
　
い
く
つ
か
の
疑
問
（
教
え
て
ほ
し
い
こ
と
）

　

前
節
ま
で
の
内
容
が
、
５
月
の
講
演
の
骨
子
で
す
。

　

観
測
船
や
練
習
船
に
お
け
る
船
内
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
重

要
性
は
関
係
者
に
認
識
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
総
括
的
に
論
じ

ら
れ
た
ケ
ー
ス
が
少
な
い
か
ら
か
、
講
演
は
お
お
む
ね
好
評
を

得
ま
し
た
。
こ
の
講
演
を
も
と
に
、
拡
充
し
た
投
稿
の
依
頼
を

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

図 ２　つしまパンフレット
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【
疑
問
２
】

　

船
内
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
デ
ー
タ
処
理
装
置
（
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
）
は
、
複
数
デ
ー
タ
（
測
位
、
測
深
、
観
測
値
等
）

に
対
し
て
標
準
時
刻
を
付
与
し
、
精
確
な
タ
イ
ミ
ン
グ
に
紐
づ

け
ら
れ
た
複
数
デ
ー
タ
を
解
析
処
理
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
お
う
と
い
う
発
想
は
ど
こ

か
ら
湧
い
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
誰
が
、
航
路
標
識
測
定
船
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
積
も
う
と
考
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。
海
上
保
安
庁
で
し
ょ

う
か
。
整
備
を
担
当
し
た
セ
ナ
ー
株
式
会
社
で
し
ょ
う
か
（
当

社
に
、
そ
の
よ
う
な
資
料
は
引
き
継
が
れ
て
い
ま
せ
ん
）。
あ

る
い
は
、
海
外
な
ど
で
前
例
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

【
疑
問
３
】

　

つ
し
ま
に
、
高
価
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
富
士
通
ミ
ニ
コ
ン

Ｕ-

３
０
０
）
を
搭
載
す
る
に
あ
た
り
、
湿
度
・
塩
害
対
策
は

行
わ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

当
時
、
富
士
通
株
式
会
社
で
つ
し
ま
を
担
当
さ
れ
て
い
た
Ｋ

氏
に
よ
れ
ば
、
特
段
の
措
置
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
い

ま
す
。
特
別
仕
様
品
は
修
理
保
守
対
応
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、

標
準
機
器
を
納
入
し
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
設
置
さ
れ
た
デ
ー
タ
処
理
室
も
一
般
的
な
空
調
し
か

整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、駆
け
足
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
部
分
を
補
強
す
べ
く
、

資
料
を
さ
ら
に
探
求
し
、
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
す
す
め

て
い
ま
す
。

　

そ
の
過
程
で
、
つ
し
ま
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
疑
問
が
湧
い

て
き
ま
し
た
。
半
世
紀
近
く
昔
の
こ
と
で
あ
り
、
な
か
な
か
調

べ
き
れ
な
い
で
い
ま
す
。

【
疑
問
１
】

　

つ
し
ま
は
、
日
本
で
初
め
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
搭
載
し
た
船

だ
と
聞
い
た
お
ぼ
ろ
げ
な
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
相
当

数
の
文
献
を
漁
り
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
を
明
記
し
た
も
の
は

見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
説
の
根
拠
を
知
っ
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

個
人
的
に
は
、
つ
し
ま
が
船
内
情
報
処
理
ス
テ
ム
を
搭
載
し

た
第
一
号
で
あ
る
こ
と
が
、
ど
こ
か
で
誤
っ
て
伝
わ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
つ
し
ま
は
「
世
界
唯
一
の
航
路
標
識
測
定
船
」

と
呼
ば
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
す
。
韓

国
に
も
航
路
標
識
測
定
船
ハ
ン
ビ
ッ
ト
（
２
０
０
０
年
就
役
）

が
あ
り
ま
す
。
つ
し
ま
と
は
、
２
０
０
４
年
か
ら
２
０
０
８
年

ま
で
、
ロ
ラ
ン
Ｃ
な
ど
の
日
韓
航
路
標
識
共
同
測
定
に
関
す
る

打
合
せ
会
議
で
交
流
し
て
い
ま
し
た
。
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そ
れ
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
わ
た
し
も
海
上
保
安

庁
を
定
年
退
官
し
、
今
は
新
し
い
職
場
で
新
し
い
分
野
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。
多
く
の
地
上
系
電
波
標
識
が
廃
止
さ
れ
、
時
計

装
置
も
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
代
替
さ
れ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
桁
違
い
の
高

性
能
化
・
低
価
格
化
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
つ
し
ま
か
ら
始
ま
っ
た
船
内
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム

の
重
要
性
は
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を
、〈
燈
光
〉

読
者
の
み
な
さ
ま
に
あ
ら
た
め
て
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

参
考
文
献

１　

五
十
嵐
耕
：
船
内
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
歴
史
は
、
航
路

標
識
測
定
船
か
ら
始
ま
っ
た
：
日
本
航
海
学
会
航
法
シ
ス
テ

ム
研
究
会
２
０
２
４
年
度
春
季
研
究
会
講
演
資
料
、
２
０
２

４
年
５
月

２　

航
路
標
識
測
定
船
「
つ
し
ま
」
測
定
科
：「
測
定
船
・
測

定
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
：
燈
光
第
２５
巻
第
7
・
８
号　

８

─
１９
頁
、
１
９
８
０
年
８
月

３　

五
十
嵐
耕
、
永
井
勇
、
山
本
文
博
、
菊
池
至
：
事
業
所
紹

介
「
セ
ナ
ー
ア
ン
ド
バ
ー
ン
ズ
株
式
会
社
」：
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ｇ

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
第
２
３
４
号　

２９
─
34
頁
、
２
０
２
３
年
4
月

　

こ
れ
ら
の
疑
問
に
か
か
る
情
報
を
、
細
か
い
こ
と
で
も
、
あ

る
い
は
関
係
な
さ
そ
う
な
こ
と
で
も
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

執
筆
の
励
み
に
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
燈
光
会
ま
た
は
著
者
（igarashik@

s-vans.com

）

あ
て
に
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
た
く
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

５
　
お
わ
り
に

　

航
路
標
識
測
定
船
つ
し
ま
が
退
役
し
て
も
う
１２
年
が
た
つ
そ

う
で
す
。
ず
い
ぶ
ん
昔
の
こ
と
の
よ
う
に
も
思
え
る
し
、
つ
い

先
日
の
こ
と
の
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

　

海
上
保
安
庁
灯
台
部
／
交
通
部
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
つ
し
ま

の
活
躍
は
、〈
燈
光
〉
に
も
多
数
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

だ
け
多
く
の
業
績
を
あ
げ
、
多
く
の
関
係
者
が
つ
し
ま
に
つ
い

て
の
思
い
出
を
お
持
ち
な
の
で
し
ょ
う
。

　

個
人
的
に
は
、
１
９
８
８
年
２
─
3
月
に
参
加
し
た
つ
し
ま

乗
船
実
習
や
、
２
０
０
８
年
の
日
韓
航
路
標
識
共
同
測
定
に
関

す
る
打
合
せ
会
議
に
参
加
し
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。

　

海
上
保
安
庁
入
庁
２
年
目
で
の
乗
船
実
習
は
、
と
て
も
刺
激

的
で
し
た
。
航
海
中
は
船
酔
い
が
ひ
ど
く
、
ほ
と
ん
ど
役
立
た

ず
で
し
た
が
、
５０
日
間
の
航
海
で
一
言
で
は
言
い
表
せ
な
い
学

び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
よ
う
な
気
が
し
ま
す
）。
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日
本
の
灯
台
一
筋
に
画
業
を
極
め
て
５０
年
。
燈
光
会
嘱
託
と

し
て
3０
年
に
わ
た
り
、
灯
台
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
や
灯
台

記
念
日
の
絵
画
展

示
、
全
国
各
地
の
灯

台
周
年
事
業
で
の
広

報
活
動
に
ご
尽
力
を

賜
っ
た
大
阪
の
画
家

　

徳
野
秀
次
様
が
、

令
和
６
年
２
月
２６
日

７６
歳
で
亡
く
な
ら
れ

ま
し
た
。
灯
台
絵
画

コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査

を
共
に
担
当
さ
れ
、

氏
と
交
流
の
あ
っ
た

灯
台
写
真
家
の
三
野

富
士
雄
さ
ん
か
ら
思

い
出
の
一
文
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ

に
深
く
哀
悼
の
意
を

表
し
、
心
よ
り
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
ま

す
。

 
（
事
務
局
）

灯
台
を
描
き
続
け
た
画
家

灯
台
を
描
き
続
け
た
画
家

　
　
徳
野
秀
次
氏
を
偲
ん
で

　
　
徳
野
秀
次
氏
を
偲
ん
で

�
一
般
会
員

一
般
会
員
　
三
　
野
　
富
士
雄

　
三
　
野
　
富
士
雄

写真 3　秋篠宮殿下ご夫妻をお迎えして写真 3　秋篠宮殿下ご夫妻をお迎えして

写真 1　個展会場にて写真 1　個展会場にて

写真 2　第10回　海の祭典にて写真 2　第10回　海の祭典にて
（鹿児島県　1995年）（鹿児島県　1995年）
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私
は
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
海
外
の
灯
台
を
テ
ー
マ
に
す
る
写
真

家
と
し
て
、
約
２０
年
前
に
活
動
を
始
め
た
。
そ
ん
な
私
に
と
っ

て
尊
敬
す
べ
き
大
横
綱
と
言
え
る
方
が
東
西
に
い
る
。
大
阪
の

画
家
、
徳
野
様
と
北
海
道
斜
里
町
の
写
真
家
、
山
崎
猛
様
。
残

念
な
が
ら
お
二
人
と
も
亡
く
な
ら
れ
た
が
、
偉
大
な
先
達
と
生

前
親
し
く
交
流
出
来
た
事
は
、
私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
無
い

宝
物
で
す
。

　

お
二
人
と
も
、
前
人
未
到
の
偉
大
な
記
録
を
樹
立
さ
れ
て
い

る
。
徳
野
様
は
、
灯
台
を
テ
ー
マ
に
し
た
大
手
百
貨
店
で
の
個

展
開
催
の
回
数
が
日
本
随
一
で
、
そ
の
決
し
て
ブ
レ
な
い
生
き

方
と
繊
細
か
つ
力
強
い
独
自
の
画
風
で
多
く
の
フ
ァ
ン
を
獲
得

さ
れ
た
。
読
売
巨
人
軍
の
終
身
名
誉
監
督　

長
嶋
茂
雄
様
と
の

出
逢
い
と
交
流
の
お
話
は
と
て
も
心
に
残
っ
て
い
る
。
以
前
、

大
阪
の
ご
自
宅
・
ア
ト
リ
エ
を
訪
問
さ
せ
て
頂
い
た
。
リ
ビ
ン

グ
に
飾
ら
れ
た
監
督
と
の
記
念
写
真
を
拝
見
し
な
が
ら
色
々
な

話
を
伺
っ
た
。
宮
崎
キ
ャ
ン
プ
場
や
多
摩
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
東

京
ド
ー
ム
な
ど
に
度
々
招
か
れ
た
事
。
家
族
共
々
と
て
も
温
か

い
お
も
て
な
し
を
受
け
た
そ
う
。
中
で
も
寒
い
季
節
、
う
ど
ん

好
き
の
息
子
さ
ん
の
為
に
、
監
督
が
う
ど
ん
の
屋
台
ま
で
手
配

さ
れ
て
い
て
、
親
子
と
も
大
喜
び
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
私
ま

で
感
激
さ
せ
ら
れ
た
。

　

超
一
流
の
心
遣
い
は
流
石
で
、
徳
野
様
か
ら
度
々
頂
く
お
便

写真 5　長嶋名誉監督と歓談する徳野画伯写真 5　長嶋名誉監督と歓談する徳野画伯 写真 4　横浜三越百貨店　展覧会写真 4　横浜三越百貨店　展覧会
オープニングセレモニー（1991年）オープニングセレモニー（1991年）
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り
な
ど
に
同
じ
温
か
み
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
徳
野
様
の
事
を
初
め
て
知
っ
た
の
は
、
地
元
香
川
に
い

た
3０
歳
の
頃
で
し
た
。
新
聞
記
事
で
神
戸
か
大
阪
の
百
貨
店
で

の
個
展
開
催
を
知
り
、
会
場
ま
で
足
を
運
ん
だ
。
男
木
島
灯
台

１
０
０
周
年
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
絵
画
教
室
や
個
展
を
開
催
さ

れ
た
時
、
都
合
悪
く
て
訪
問
出
来
ず
と
て
も
残
念
だ
っ
た
。
そ

の
後
、
不
思
議
な
ご
縁
で
何
度
か
お
話
さ
せ
て
頂
く
機
会
が
有

り
、
飾
ら
ぬ
お
人
柄
に
魅
了
さ
れ
た
。
２
０
０
７
年
神
奈
川
県

江
ノ
島
で
開
催
さ
れ
た
第
4
回
灯
台
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ゲ
ス
ト
講

師
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
快
諾
頂
き
遠
路
自
ら
運
転
し
て
来

ら
れ
た
。
会
場
に
絵
画
も
何
点
か
飾
っ
て
頂
き
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
が
感
激
さ
れ
て
い
た
事
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

講
演
で
『
将
来
、
灯
台
の
近
く
に
灯
台
絵
画
を
飾
る
美
術
館
を

創
り
た
い
』
と
の
夢
も
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

実
は
、
私
も
海
外
の
灯
台
を
テ
ー
マ
に
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
&

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
創
り
た
い
と
い
う
願
い
を
持
っ
て
い
る
。
数

年
前
、
香
川
県
小
豆
島
の
空
き
家
バ
ン
ク
で
、
旧
伊
豆
大
島
灯

台
に
雰
囲
気
が
良
く
似
た
二
階
建
て
の
洋
館
を
見
つ
け
移
住
し

た
の
も
、
そ
の
為
だ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
窓
の
多
い
洋
館
は
、

小
豆
島
特
有
の
冬
の
底
冷
え
が
一
段
と
厳
し
く
、
体
調
を
崩
し

た
の
で
早
々
に
引
き
払
い
ま
し
た
が
…
。

写真 6　徳野様　ご自宅のリビングにて写真 6　徳野様　ご自宅のリビングにて 写真 7　�巨人軍の帽子を手に�写真 7　�巨人軍の帽子を手に�
思い出を語る思い出を語る
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ア
メ
リ
カ
に
は
、
灯
台
の
ベ
ル
タ
ワ
ー
（
霧
笛
信
号
所
的
な

建
物
）を
ア
ト
リ
エ
に
し
て
い
る
有
名
な
画
家
が
い
る
。
私
は
、

作
家
や
画
家
の
記
念
館
を
訪
れ
る
の
が
好
き
で
、
徳
野
様
の
ア

ト
リ
エ
も
以
前
訪
問
さ
せ
て
頂
い
た
。
ボ
ー
ト
で
の
灯
台
取
材

に
ご
一
緒
し
て
、
帰
り
に
釣
り
上
げ
た
カ
サ
ゴ
を
、
奥
様
の
手

料
理
で
ご
馳
走
に
な
っ
た
。（
あ
の
味
噌
汁
は
絶
品
で
し
た
！
）

沢
山
釣
っ
た
魚
を
知
り
合
い
の
方
々
に
宅
急
便
で
送
る
手
配
も

さ
れ
な
が
ら
、
い
つ
の
間
に
お
料
理
を
？
と
手
際
の
良
さ
に
ビ

ッ
ク
リ
。
個
展
の
際
着
用
す
る
タ
キ
シ
ー
ド
も
奥
様
が
百
貨
店

で
生
地
を
購
入
し
仕
立
て
ら
れ
る
そ
う
で
、
一
流
の
画
家
を
陰

で
支
え
る
奥
様
は
、
ま
る
で
灯
台
の
よ
う
な
存
在
だ
と
感
心
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

生
前
、
徳
野
様
は
『
日
本
国
内
の
灯
台
を
取
材
し
た
折　

各

管
区
の
海
上
保
安
庁
で
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
の
で
、
灯

台
の
絵
を
各
管
区
に
寄
贈
し
て
欲
し
い
、
必
ず
頼
む
』
と
何
度

も
念
押
し
さ
れ
て
い
た
旨
を
奥
様
か
ら
伺
い
ま
し
た
。
ど
の
よ

う
に
海
上
保
安
庁
に
話
し
た
ら
と
い
う
相
談
を
奥
様
か
ら
受
け

た
私
は
、
ま
ず
燈
光
会
の
三
宅
専
務
理
事
に
話
を
お
伝
え
し
、

ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
千
葉
の
犬
吠
埼
灯
台
の
灯

台
資
料
展
示
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
今
年
度
実
施
し
、
中
２
階

に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
。
今
後
、
子
供
達
の
灯
台

写真 8　アトリエにて絵画を描く徳野画伯写真 8　アトリエにて絵画を描く徳野画伯

写真 9　波の描写に圧倒された写真 9　波の描写に圧倒された
写真10　�日本各地の灯台を津々浦々　取材写真10　�日本各地の灯台を津々浦々　取材

された資料がギッシリされた資料がギッシリ
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絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
を

展
示
す
る
予
定
な
の
で
、
そ
こ

で
絵
を
飾
れ
ば
、
一
般
の
方
に

も
観
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
？

と
た
い
へ
ん
有
難
い
情
報
・
ア

イ
デ
ア
を
頂
き
奥
様
に
お
伝
え

し
ま
し
た
。

　

今
年
11
月
２７
日
か
ら
1２
月
3

日
ま
で
大
阪
の
阪
急
梅
田
本
店

美
術
画
廊
で
、
徳
野
画
伯
の
遺

作
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の

後
、
寄
贈
す
る
絵
画
を
選
ん
で

準
備
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
た
い
へ

ん
有
難
い
と
の
事
で
し
た
。
灯

台
の
す
ぐ
近
く
で
徳
野
先
生
の

絵
画
を
沢
山
観
る
こ
と
が
出
来

る
と
は
、
何
と
贅
沢
で
素
晴
ら

し
い
事
！
生
前
の
夢
に
一
歩
近

づ
く
来
年
の
絵
画
展
示
を
、
今

か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

写真11　�灯台をスケッチされる表情は、�写真11　�灯台をスケッチされる表情は、�
真剣そのもの真剣そのもの

写真13　灯台を一途に愛された徳野画伯写真13　灯台を一途に愛された徳野画伯

写真14　色紙　個展会場にて写真14　色紙　個展会場にて

写真12　釣りも名人級！写真12　釣りも名人級！
友人であるお医者さんのボートにて友人であるお医者さんのボートにて
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投
稿
数
が
乏
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
受
け
身
で

は
発
刊
で
き
な
い
！
と
危
機
感
を
い
だ
き
、
海
上
保
安
庁
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
各
保
安
部
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情

報
を
み
つ
け
て
は
、
丁
重
に
原
稿
依
頼
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
宇
和
島
海
上
保
安
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
拝
見
し

た
際
に
、管
内
の
灯
台
を
連
載
で
紹
介
し
て
い
る
の
を
み
つ
け
、

ぜ
ひ
、
燈
光
誌
上
で
も
航
路
標
識
の
周
知
広
報
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
同
保
安
部
へ
転
載
依
頼
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

筆
者
の
宇
都
宮
様
か
ら
ご
承
諾
い
た
だ
き
、
こ
の
度
掲
載
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
宇
和
島
海
上
保

安
部
交
通
課
、
そ
し
て
快
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
宇
都
宮
様
に
、

こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
海
を
照
ら
す
灯
台
の
な
か
ま
た
ち
」

︿
は
じ
め
に
﹀

　

今
回
、
新
た
な
企
画
と
し
て
、　

宇
和
島
海
上
保
安
部
管
内

に
所
在
す
る
航
路
標
識
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ

の
第
一
弾
と
し
て
、
西
予
市
在
住
の
元
郵
便
局
員
「
宇
都
宮
さ

ん
」
が
、「
日
本
郵

政
グ
ル
ー
プ
労
働
組

合
南
予
支
部
退
職
者

の
会
南
予
北
分
会
」

の
情
報
誌「
大
八
車
」

に
令
和
元
年
１１
月
か

ら
令
和
3
年
１０
月
ま

で
掲
載
さ
れ
た
投
稿

文
「
海
を
照
ら
す
灯

台
の
な
か
ま
た
ち
」

を
少
し
編
集
し
、
投

稿
者
ご
本
人
の
了
承

を
得
て
、
皆
さ
ん
に

紹
介
さ
せ
て
頂
く
こ

　
　
海
を
照
ら
す
灯
台
の
な
か
ま
た
ち

　
　
海
を
照
ら
す
灯
台
の
な
か
ま
た
ち

��

燈
光
会
事
務
局

燈
光
会
事
務
局

佐田岬灯台・佐田岬黄金碆照射灯
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と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
投
稿
文
に
つ
い
て

は
、
投
稿
者
が
様
々
な
文

献
を
も
と
に
、
灯
台
の
こ

と
だ
け
で
な
く
、
そ
の
歴

史
的
背
景
や
灯
台
等
が
所

在
す
る
土
地
の
謂
れ
な
ど

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

我
々
職
員
で
も
知
ら
な
か

っ
た
内
容
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
皆
さ
ん
に

も
興
味
を
持
っ
て
読
ん
で

頂
け
る
も
の
と
思
い
ま

す
。

　

な
お
、
こ
の
投
稿
文
に

記
載
さ
れ
て
い
る
航
路
標

識
が
所
在
す
る
場
所
や
経

路
に
つ
い
て
は
、
危
険
な

場
所
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

訪
れ
る
際
は
、
事
前
に
宇

和
島
海
上
保
安
部
交
通
課

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
９
５-

２２
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⑰
ゼ
ク
岩
灯
標

⑱
二
及
碁
石
消
波
堤
灯
台

⑲
三
瓶
高
島
灯
台

⑳
大
崎
鼻
灯
台
、
伊
予
水
越
島
灯
台

注
） 「
⑬
長
浜
港
東
防
波
堤
灯
台
」
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
０
年
に
廃

止
し
て
い
ま
す
。　

　『
そ
れ
で
は
、「
灯
台
の
な
か
ま
た
ち
」
に
つ
い
て
、
紹
介
し

ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。』

海
を
照
ら
す
灯
台
の
な
か
ま
た
ち
⑴

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
我
が
国
初
の
洋
式
灯
台
で
あ
る
「
観
音

埼
灯
台
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）」
が
、
１
８
６
８
年
（
明
治

元
年
）
１１
月
１
日
に
起
工
さ
れ
て
か
ら
１
５
０
周
年
の
節
目
の

年
で
あ
る
平
成
3０
年
１１
月
１
日
の
灯
台
記
念
日
に
「
灯
台
１
５

０
周
年
記
念
式
典
」
が
挙
行
さ
れ
、
記
念
誌　
「
海
を
照
ら
し

て
１
５
０
年
」
も
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
3０
年
９
月
に
は

「
灯
台
１
５
０
周
年
記
念
」
の
特
殊
切
手
も
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

灯
台
の
始
ま
り
は
、
岬
や
島
の
上
に
石
な
ど
で
塔
を
建
て
て

焚た
き

火び

や
煙
を
上
げ
る
こ
と
で
、
船
舶
の
指
標
と
し
た
こ
と
か
ら

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

-
１
９
３
３
）
に
て
確
認
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
回
の
企
画
に
快
く
協
力
し
て
頂
い
た
「
宇
都
宮

さ
ん
」に
対
し
、重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
編
集
者
よ
り
）

　

こ
れ
か
ら
紹
介
し
て
い
く
航
路
標
識
に
つ
い
て
は
、
以
下
の

と
お
り
で
す
。

①
佐
田
岬
灯
台

②
見
舞
埼
灯
台

③
三
机
須
賀
防
波
堤
灯
台

④
襖
鼻
灯
台

⑤
佐
田
岬
港
第
一
防
波
堤
灯
台

⑥
伊
予
三
崎
港
三
崎
港
第
一
防
波
堤
灯
台

⑦
伊
予
三
崎
港
井
野
浦
第
一
防
波
堤
灯
台

⑧
庄
司
太
郎
碆
灯
浮
標

⑨
女
子
鼻
灯
台

⑩
室
ノ
鼻
灯
台

⑪
櫛
生
港
西
一
文
字
防
波
堤
北
灯
台

⑫
長
浜
港
北
防
波
堤
灯
台

⑬
長
浜
港
東
防
波
堤
灯
台

⑭
伊
予
青
島
灯
台

⑮
佐
島
灯
台

⑯
八
幡
浜
長
早
防
波
堤
南
灯
台
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皆
さ
ん
は
灯
台
と
い
う

と
、
ど
の
よ
う
な
形
を
イ
メ

ー
ジ
さ
れ
ま
す
か
。
丸
い
円

筒
形
、
長
四
角
形
な
ど
を
想

像
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

近
年
、
灯
台
を
整
備
す
る
に

当
た
っ
て
、
地
方
公
共
団
体

等
か
ら
、
地
域
の
歴
史
伝
・

伝
統
・
文
化
の
特
色
を
捉
え

た
シ
ン
ボ
ル
の
付
与
や
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
化
し
て
欲
し
い
と

の
要
望
に
応
え
、
海
上
保
安

庁
で
は
、
地
域
の
環
境
と
の

調
和
及
び
港
湾
・
漁
港
整
備

と
の
調
和
を
図
る
こ
と
が
、

良
好
な
景
観
形
成
の
一
助
と

な
る
と
考
え
、
地
方
公
共
団

体
が
整
備
し
た
展
望
台
や
デ

ザ
イ
ン
化
施
設
等
に
、
海
上

保
安
庁
が
灯
台
機
能
を
付
加

し
た
も
の
が
出
来
て
い
ま

す
。

＜観音埼灯台＞

灯台カード 特殊切手�「灯台�150�周年」
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今
、若
い
女
性
に
灯
台
も
人
気
が
あ
る
よ
う
で
す
。

登
っ
て
観
光
で
き
る
灯
台
も
全
国
に
１6
基
あ
り
ま

す
。
数
年
前
の
交
流
旅
行
で
行
っ
た
山
口
県
下
関
市

の
角
島
灯
台
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

＜主なデザイン灯台＞

＜角島灯台＞

鴎島灯台

淡輪港西防波堤灯台

青森港北防波堤西灯台

御手洗港防波堤灯台

大磯港西防波堤灯台

女木港鬼ヶ島
防波堤灯台
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海
を
照
ら
す
灯
台
の
な
か
ま
た
ち
⑵�

�

～
佐
田
岬
灯
台
（
さ
だ
み
さ
き
と
う
だ
い
）
～

　

皆
さ
ん
ご
承
知
の
よ
う
に
佐
田
岬
半
島
は
俗
に
「
岬
１3
里
」

と
言
わ
れ
、
全
長
5０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
幅
の
最
大
6
．２
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
最
小
０
．8
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
日
本
一
細
長
い
半

島
で
す
。

　

四
国
か
ら
九
州
を
指
差
し
た
よ
う
に
突
き
出
し
た
半
島
の
突

端
に
位
置
す
る　

佐
田
岬
灯
台
は
、
南
は
宇
和
海
、
北
は
瀬
戸

内
海
を
見
下
ろ
す
古
く
か
ら
海
の　

難
所
と
し
て
知
ら
れ
、
鳴

門
海
峡
に
匹
敵
す
る
速
吸
瀬
戸
の
厳
し
い
潮
流
が
渦
巻
き
、
こ

の
地
方
で
は
碆
（
は
や
・
は
え
）
と
呼
ば
れ
る
岩
礁
（
黄
金
碆
）

が
波
間
に
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。

　

近
代
に
入
り
外
国
船
の
来
航
や
、
国
内
の
海
運
業
が
盛
ん
に

な
る
中
で
、
各
地
に
灯
台
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

豊
予
海
峡
は
、
ま
ず
明
治
34
年
に
対
岸
の
佐
賀
関
に
関
埼
灯

台
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
豊
後
水
道
を
行
き
交
う
船
舶
な

ど
か
ら
、
佐
田
岬
に
も
灯
台
を
建
設
す
る
こ
と
が
熱
望
さ
れ
、

大
正
6
年
5
月
に
起
工
、関
埼
灯
台
で
使
わ
れ
て
い
た
レ
ン
ズ
、

灯
器
類
一
式
を
同
灯
台
か
ら
移
転
し
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
、

大
正
7
年
4
月
１
日
、佐
田
岬
灯
台
の
灯
が
と
も
っ
た
の
で
す
。

　

平
成
3０
年
で
点
灯
か
ら
１
０
０
周
年
と
な
り
ま
し
た
。
大
分

　

南
予
北
分
会
（
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
南
予
支
部
退

職
者
の
会
南
予
北
分
会
）
の
海
岸
沿
い
の
長
浜
町
（
現
：
大
洲

市
）
か
ら
伊
方
町
佐
田
岬
半
島
、
八
幡
浜
市
、
明
浜
町
（
現
：

西
予
市
）
ま
で
の
範
囲
の
中
で
も
3０
基
の
「
灯
台
の
な
か
ま
た

ち
」
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
来
月
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
「
灯
台

の
な
か
ま
」
を
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

★ 「
大
八
車
」
№
２
１
４
（
令
和
元
年
１１
月
１０
日
発
行
）
掲
載
分

＜角島灯台＞
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県
佐
賀
関
の
２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
大
煙
突
ま

で
は
、
わ
ず
か
１4
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
手
に

取
る
よ
う
に
見
え
て
い
ま
す
。

＜速吸瀬戸周辺図＞

佐田岬灯台周辺の画像

Ｂ　関埼周辺図

Ａ　佐田岬周辺図

A

B

佐田岬灯台（1918年～）
佐田岬黄金碆照射灯（1976年～）
※無人化：1993年（平成 5年）

※佐賀関製錬所第一大煙突（1916年～2012年、2013年撤去）※佐賀関製錬所第一大煙突（1916年～2012年、2013年撤去）

佐田岬灯台・佐田岬黄金碆照射灯佐田岬灯台・佐田岬黄金碆照射灯

黄金碆黄金碆

関埼灯台（1901年～）関埼灯台（1901年～）

佐賀関製錬所第二大煙突（1972年～）佐賀関製錬所第二大煙突（1972年～）

瀬戸内海瀬戸内海

宇和海

★

★
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れ
ま
し
た
。

　

佐
田
岬
の
南
沖
合
６
５
０
メ
ー
ト
ル
付
近
に
あ
る
岩
礁
（
黄

金
碆
）
は
潮
流
が
速
く
、
座
礁
が
絶
え
な
い
こ
と
か
ら
、
昭
和

２5
年
に
灯
柱
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
保
守
作
業
が
大
変
危
険

を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
昭
和
5１
年
に
佐
田
岬
灯
台
か
ら

岩
礁
を
照
射
す
る
方
式
に
変
更
さ
れ
、
現
在
、
佐
田
岬
黄
金
碆

照
射
灯
と
し
て
灯
台
の
仲
間
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

◦
佐
田
岬
灯
台
要
項

所
在
地

愛
媛
県
西
宇
和
郡
伊
方
町
正
野
字
大
島

塗
色
・
構
造
白
色
、
塔
形
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
）

灯
質

群
せ
ん
白
光　

毎
２０
秒
に
3
閃
光

光
達
距
離

１8
．5
海
里
（
約
35
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

高
さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で１8

．０
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火
ま
で46

．０
メ
ー
ト
ル

地
上
か
ら
灯
火
ま
で 

１5
．１０
メ
ー
ト
ル

★ 「
大
八
車
」
№
２
１
５
（
令
和
元
年
１２
月
１０
日
発
行
）
掲
載
分

　

灯
台
の
真
下
に
は
豊
予
砲
台
跡
の
洞
窟
が
残
っ
て
お
り
、
こ

の
工
事
に
は
、地
元
の
住
民
も
従
事
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
時
中
は
要
塞
地
帯
と
し
て
、
灯
台
の
周
辺
は
一
般
の
立
ち

入
り
が
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
伊
方
町
の
観
光
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
の
灯
台
の
5０
選
に
も
選
ば
れ
て
お
り
、
室
戸
岬

灯
台
、足
摺
岬
灯
台
と
並
ん
で
四
国
で
も
代
表
的
な
灯
台
で
す
。

　

平
成
２９
年
6
月
２8
日
に
は
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

速吸瀬戸周辺の画像

佐田岬灯台・佐田岬黄金碆照射灯佐田岬灯台・佐田岬黄金碆照射灯

佐賀関製錬所第二大煙突佐賀関製錬所第二大煙突関埼灯台関埼灯台

速吸瀬戸（豊予海峡）速吸瀬戸（豊予海峡）
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＜佐田岬灯台・佐田岬黄金碆照射灯�
� の画像集＞

在りし日の佐田岬灯台照射灯

佐田岬黄金碆照射灯
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在
住
の
阿
部
さ
ん

に
色
々
お
聞
き
し

ま
し
た
。

　

灯
台
へ
は
、
国

道
１
９
７
号
線
よ

り
県
道
２
５
５
号

線
を
二
名
津
か
ら

泊
の
港
ま
で
約
２

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

さ
ら
に
灯
台
ま
で

約
１
．5
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
程
度
の
距

離
の
よ
う
で
す

が
、
な
か
な
か
ど

う
し
て
ク
ネ
ク
ネ

道
と
な
り
、
岬
先

端
付
近
の
道
路
脇

に
灯
台
は
建
っ
て

い
ま
す
。

　

灯
台
の
周
り
は

釣
り
人
の
車
だ
ら

け
、
駐
車
場
化
し

海
を
照
ら
す
灯
台
の
な
か
ま
た
ち
⑶�

�

～
見
舞
埼
灯
台
（
み
ま
い
さ
き
と
う
だ
い
）
～

　

見
舞
埼
灯
台
は
小
型
の
沿
岸
灯
台
で
す
。

　

県
道
の
す
ぐ
脇
に
建
っ
て
い
る
の
で
、
到
達
は
困
難
で
は
な

さ
そ
う
で
す
が
、
宇
和
島
海
上
保
安
部
で
は
、「
灯
台
へ
陸
か

ら
行
っ
て
写
真
を
撮
っ
た
り
す
る
の
は
、
道
も
狭
く
、
険
し
い

と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
無
理
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う

こ
と
で
、
今
回
の
見
舞
埼
灯
台
に
つ
い
て
も
、
伊
方
町
二
名
津

見舞埼周辺図

佐田岬黄金碆照射灯佐田岬黄金碆照射灯

佐田岬灯台・佐田岬黄金碆照射灯佐田岬灯台・佐田岬黄金碆照射灯

黄金碆黄金碆

黄金碆黄金碆

大島大島
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水
域
で
す
が
、
そ
の
う
ち
、
佐
田
岬
半
島
の
瀬
戸
内
海
側
は
松

山
海
上
保
安
部
、
宇
和
海
側
が
宇
和
島
海
上
保
安
部
の
管
轄
な

の
だ
そ
う
で
、
佐
田
岬
灯
台
も
見
舞
埼
灯
台
同
様
に
松
山
海
上

保
安
部
の
範
囲
だ
と
か
。

◦
見
舞
埼
灯
台
要
項

所
在
地

愛
媛
県
西
宇
和
郡
伊
方
町
見
舞
埼

塗
色
・
構
造
白
色
、
塔
形

灯
質

等
明
暗
白
光　

明
3
秒
に
暗
3
秒

光
達
距
離

8
海
里
（
約
１5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

高
さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で１０

．０
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火
ま
で73

．０
メ
ー
ト
ル

地
上
か
ら
灯
火
ま
で 

９
．９5
メ
ー
ト
ル

点
灯
年
月
日
昭
和
5１
年
１０
月
１5
日

★
「
大
八
車
」
№
２
１
７
（
令
和
２
年
２
月
１０
日
発
行
）
掲
載
分

て
い
ま
す
。

　

釣
り
人
は
、
灯
台
か
ら
下
っ
て
磯
釣
り
を
楽
し
ま
れ
、
こ
の

時
季
ハ
マ
チ
が
上
が
っ
て
い
る
ら
し
い
。

　

県
道
は
舗
装
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
途
中
分
岐
が
あ
り
国
道
１

９
７
号
線
に
戻
る
の
に
迷
い
そ
う
だ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

見
舞
埼
灯
台
は
、
デ
ザ
イ
ン
が
な
か
な
か
感
じ
の
良
い
灯
台

で
す
。

　

第
六
管
区
海
上
保
安
本
部
は
、
瀬
戸
内
海
、
宇
和
海
が
担
任

見舞埼灯台付近画像

見舞埼灯台見舞埼灯台

県道255号線県道255号線
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屋久島（やくしま）灯台（鹿児島県熊毛郡屋久町）

設置点灯：明治30（1897）年1月10日
高　　さ：20m（海面から灯火まで72m）
光達距離：22 .0海里（約41km）

屋久島灯台の要目

1098765
4
11

25

321

18171615141312
242322212019
313029282726

29 30 31

1

仏滅

大安

元日

友引

仏滅

大安

友引

友引

仏滅

友引

仏滅

友引

大安

友引

成人の日

仏滅

大安

燈 光 会
燈光会の情報です

1
2025

（令和7年）

金木水火月 土日

美保関（みほのせき）灯台（島根県松江市美保関町）

設置点灯：明治31（1898）年11月8日
高　　さ：14m（海面から灯火まで83m）
光達距離：23 .5海里（約44km）

美保関灯台の要目

987654
3
10

24

21

17161514131211
232221201918

31302928272625

27 28 29 30
憲法記念日

仏滅

大安

大安

友引

友引

大安

友引

友引

仏滅

友引

仏滅

大安

友引

仏滅

大安

みどりの日 こどもの日 振替休日

燈 光 会
燈光会の情報です

5
2025

（令和7年）

金木水火月 土日

白州（しらす）灯台（福岡県北九州市小倉北区）

設置点灯：明治6（1873）年9月1日
高　　さ：17m（海面から灯火まで16m）
光達距離：7.5海里（約14km）

白州灯台の要目

121110987
6
13

27

54321

20191817161514
262524232221

302928

31

41 2 3

大安

仏滅

友引

仏滅

仏滅

大安

友引

仏滅

大安

友引

友引

大安

友引

仏滅

仏滅

大安

敬老の日

秋分の日

燈 光 会
燈光会の情報です

9
2025

（令和7年）

金木水火月 土日

設置点灯：大正3（1914）年4月1日
高　　さ：18m（海面から灯火まで61m）
光達距離：20 .5海里（約38km）

足摺岬灯台の要目

足摺岬 (あしずりみさき )灯台（高知県土佐清水市）

765432
1
8

22
1514131211109

212019181716
282726252423

26 27 28 29 30 31

1

仏滅

大安仏滅

大安

友引

仏滅

大安

友引

仏滅

大安

友引

仏滅

友引

大安

友引

建国記念の日

天皇誕生日 振替休日

燈 光 会
燈光会の情報です

2
2025

（令和7年）

金木水火月 土日

安乗埼（あのりさき）灯台（三重県志摩市阿児町）

設置点灯：明治6（1873）年4月1日
高　　さ：15m（海面から灯火まで35m）
光達距離：16 .5海里（約31km）

安乗埼灯台の要目

1312111098
7
14

28

654321

21201918171615
272625242322

3029 51 2 3 4

仏滅

大安

仏滅

大安

友引

大安

友引

友引

友引

仏滅

仏滅

大安

友引

仏滅

大安

燈 光 会
燈光会の情報です

6
2025

（令和7年）

金木水火月 土日

姫埼（ひめさき）灯台（新潟県佐渡市）

設置点灯：明治28（1895）年12月10日
高　　さ：12m（海面から灯火まで42m）
光達距離：18 .0海里（約33km）

姫埼灯台の要目

1098765
4
11

25

321

18171615141312
242322212019
313029282726

28 29 30

1

大安

仏滅

大安

仏滅

大安

仏滅

大安仏滅

大安

友引

友引

大安

友引

友引

仏滅

スポーツの日

燈 光 会
燈光会の情報です

10
2025

（令和7年）

金木水火月 土日

納沙布岬（のさっぷみさき）灯台（北海道根室市）

設置点灯：明治5年7月12日（1872年8月15日）
高　　さ：14m（海面から灯火まで23m）
光達距離：14 .5海里（約27km）

納沙布岬灯台の要目

765432
1
8

22
1514131211109

212019181716
2928272625

23

23

24 25 26 27 28

仏滅
30 友引
24

大安
31

大安仏滅

大安

春分の日

友引

友引

仏滅

友引

仏滅

大安

仏滅

大安

仏滅

大安

燈 光 会
燈光会の情報です

3
2025

（令和7年）

金木水火月 土日

龍飛埼（たっぴさき）灯台（青森県東津軽郡外ヶ浜町）

設置点灯：昭和7（1932）年7月1日
高　　さ：14m（海面から灯火まで119m）
光達距離：23 .5海里（約44km）

龍飛埼灯台の要目

11109876
5
12

26

4321

19181716151413
252423222120

3130292827

29 30

21

大安

友引

友引

友引

仏滅

友引

仏滅

大安

友引

仏滅

大安

仏滅

大安

仏滅

大安

海の日

燈 光 会
燈光会の情報です

7
2025

（令和7年）

金木水火月 土日

湘南港（しょうなんこう）灯台（神奈川県藤沢市）

設置点灯：昭和39（1964）年9月26日
高　　さ：18m（海面から灯火まで19m）
光達距離：8.5海里（約16km）

湘南港灯台の要目

765432
1
8

22
1514131211109

212019181716
292827262524

26 27 28 29 30 31

仏滅

大安

23
勤労
感謝の日 振替休日

大安

友引

仏滅

仏滅

大安

友引

友引

仏滅

大安

友引

大安

友引

仏滅

友引
30

文化の日

燈 光 会
燈光会の情報です

11
2025

（令和7年）

金木水火月 土日

鮫角（さめかど）灯台（青森県八戸市鮫町）

設置点灯：昭和13（1938）年2月16日
高　　さ：23m（海面から灯火まで58m）
光達距離：19 .5海里（約36km）

鮫角灯台の要目

11109876
5
12

26

4321

19181716151413
252423222120

30292827

30 31

31 2

大安

友引

昭和の日

友引

仏滅

友引

大安

友引

仏滅

友引

仏滅

大安

仏滅

大安

仏滅

大安

燈 光 会
燈光会の情報です

4
2025

（令和7年）

金木水火月 土日

日本の灯台2025
～空からの灯台風景～

灯台には個性があります。
灯台が果たす役割、建てられた場所、建てられた時代によって、
大きさや形は様々です。
そんな個性的な灯台の姿を空からの画像でお楽しみください。

大浜埼（おおはまさき）灯台は、瀬戸内海中央部の広島県尾道市
因島に1894（明治27）年に設置されました。
灯台の後方には、現在尾道市が管理している旧大浜埼船舶通航潮
流信号所（明治43年竣工）があります。

大浜埼灯台の要目
設置点灯：明治27（1894）年5月15日
高　　さ： 9m（海面から灯火まで18m）
光達距離：11 .5海里（約21km）
所 在 地：広島県尾道市

燈 光 会
燈光会の情報です

残波岬（ざんぱみさき）灯台（沖縄県中頭郡読谷村）

設置点灯：昭和49（1974）年3月30日
高　　さ：31m（海面から灯火まで44m）
光達距離：18 .0海里（約33km）

残波岬灯台の要目

876543
2
9

23

1

16151413121110
222120191817

302928272625

27 28 29 30 31

仏滅

大安

友引
24

山の日

31

仏滅

大安

大安

仏滅

友引

大安

友引

友引

仏滅

友引

仏滅

友引

燈 光 会
燈光会の情報です

8
2025

（令和7年）

金木水火月 土日

設置点灯：明治37（1904）年3月20日
高　　さ：39m（海面から灯火まで56m）
光達距離：20 .0海里（約37km）

水ノ子島（みずのこしま）灯台（大分県佐伯市）

水ノ子島灯台の要目

121110987
6
13

27

54321

20191817161514
262524232221

31302928

30

321

仏滅

大安

友引

大安

仏滅

仏滅

大安

友引

仏滅 友引

仏滅

友引

大安

友引

大安

燈 光 会
燈光会の情報です

12
2025

（令和7年）

金木水火月 土日

屋久島灯台（鹿児島県熊毛郡屋久町）

美保関灯台（島根県松江市美保関町）

白州灯台（福岡県北九州市小倉北区）

足摺岬灯台（高知県土佐清水市）

安乗埼灯台（三重県志摩市阿児町）

姫埼灯台（新潟県佐渡市）

納沙布岬灯台（北海道根室市）

龍飛埼灯台（青森県東津軽郡外ヶ浜町）

湘南港灯台（神奈川県藤沢市）

鮫角灯台（青森県八戸市鮫町）

残波岬灯台（沖縄県中頭郡読谷村）

水ノ子島灯台（大分県佐伯市）

大浜埼灯台
（広島県尾道市）

のぼれる灯台 ２０２５

販売価格 600円（税込）（送料・振込手数料 実費）

　　★会員の方には １部贈呈致します

公益社団法人　燈光会
〒105-0003 東京都港区西新橋 1 丁目14番 ９ 号  西新橋ビル 3F
 TEL（03）3501－1054　　FAX（03）3507－0727
Ｅメール： info@tokokai.org

申込先

燈
　
　
光

燈
　
　
光

令
和
　
六
　
年

十
一
月
号

N
ov.  2024

昭
和
三
十
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月
二
十
四
日

令
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六
　
年
十
一
月
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日
第
三
種
郵
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可

発
行
（
隔
月
一
回
五
日
発
行
）
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